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平成２１年第３回竜王町議会定例会（第１号） 

平成２１年９月７日 

午前１１時３０分開会 

於 議 場 

１ 議 事 日 程（１日目） 

日程第 １ 会議録署名議員の指名 

日程第 ２ 会期の決定 

日程第 ３ 議第５７号 竜王町税条例の一部を改正する条例 

日程第 ４ 議第５８号 竜王町立児童厚生施設の設置および管理に関する条例を廃

止する条例 

日程第 ５ 議第５９号   竜王町議会の議決に付すべき公の施設の廃止または長期か

つ独占的利用に関する条例の一部を改正する条例 

日程第 ６ 議第６０号 竜王町消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例

の一部を改正する条例 

日程第 ７ 議第６１号 平成２１年度竜王町一般会計補正予算（第５号） 

日程第 ８ 議第６２号 平成２１年度竜王町国民健康保険事業特別会計（事業勘定）

補正予算（第２号） 

日程第 ９ 議第６３号 平成２１年度竜王町老人保健医療事業特別会計補正予算

（第１号） 

日程第１０ 議第６４号 平成２１年度竜王町下水道事業特別会計補正予算（第１号）

日程第１１ 議第６５号 平成２１年度竜王町介護保険特別会計補正予算（第１号）

日程第１２ 議第６６号   平成２１年度竜王町後期高齢者医療特別会計補正予算（第

１号） 

日程第１３ 議第６７号   平成２１年度竜王町水道事業会計補正予算（第１号） 

日程第１４ 議第６８号 平成２０年度竜王町一般会計歳入歳出決算認定について 

日程第１５ 議第６９号 平成２０年度竜王町国民健康保険事業特別会計（事業勘定）

歳入歳出決算認定について 

日程第１６ 議第７０号 平成２０年度竜王町国民健康保険事業特別会計（施設勘定）

歳入歳出決算認定について 

日程第１７ 議第７１号 平成２０年度竜王町老人保健医療事業特別会計歳入歳出決

算認定について 

日程第１８ 議第７２号 平成２０年度竜王町学校給食事業特別会計歳入歳出決算認
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定について 

日程第１９ 議第７３号 平成２０年度竜王町下水道事業特別会計歳入歳出決算認定

について 

日程第２０ 議第７４号 平成２０年度竜王町介護保険特別会計歳入歳出決算認定に

ついて 

日程第２１ 議第７５号   平成２０年度竜王町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算

認定について 

日程第２２ 議第７６号   平成２０年度竜王町水道事業会計決算認定について 

日程第２３ 議第７７号 滋賀県市町村議会議員公務災害補償等組合を組織する地方

公共団体の数の減少及び滋賀県市町村議会議員公務災害補

償等組合規約の一部変更に関する協議について 

日程第２４ 議第７８号 滋賀県市町村議会議員公務災害補償等組合を組織する地方

公共団体の数の減少及び滋賀県市町村議会議員公務災害補

償等組合規約の一部変更に関する協議について 

日程第２５ 議第７９号 滋賀県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体数

の減少および滋賀県市町村職員退職手当組合規約の変更に

ついて 

日程第２６ 議第８０号 滋賀県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体数

の減少および滋賀県市町村職員退職手当組合規約の変更に

ついて 

日程第２７ 議第８１号 滋賀県後期高齢者医療広域連合規約の一部を変更すること

について 

日程第２８ 報第 ３号 平成２０年度竜王町健全化判断比率について 

日程第２９ 報第 ４号 平成２０年度竜王町資金不足比率について 

日程第３０ 議員派遣について 
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２ 会議に出席した議員（１２名） 

 １番  岡 山 富 男 ２番 大 橋  弘 

 ３番  村 田 通 男 ４番 山 田 義 明 

 ５番  山 添 勝 之 ６番 圖 司 重 夫 

 ７番  貴 多 正 幸 ８番 蔵 口 嘉 寿 男 

 ９番  菱 田 三 男 １０番 小 森 重 剛 

 １１番  若 井 敏 子 １２番 寺 島 健 一 

３  会議に欠席した議員（なし） 

４ 会議録署名議員 

 １１番  若 井 敏 子 １番 岡 山 富 男 

５  地方自治法第１２１条の規定により説明のため会議に出席した者 

町 長 竹 山 秀 雄 代 表 監 査 委 員 小 林 德 男

副 町 長 青 木  進 教 育 長 岡谷ふさ子

会 計 管 理 者 布 施 九 藏 総 務 政 策 主 監 川 部 治 夫

住 民 福 祉 主 監 兼 
健 康 推 進 課 長 

山添登代一 産 業 建 設 主 監 小 西 久 次

総 務 課 長 松瀬徳之助 政 策 推 進 課 長 杼 木 栄 司

生 活 安 全 課 長 福 山 忠 雄 住 民 税 務 課 長 若 井 政 彦

福 祉 課 長 吉 田 淳 子
産業振興課長心得兼
農業委員会事務局長 

井 口 和 人

建 設 水 道 課 長 田 中 秀 樹
教 育 次 長 兼 
生 涯 学 習 課 長 

赤 佐 九 彦

学 務 課 長 富 長 宗 生   

６  職務のため議場に出席した者 

議 会 事 務 局 長 村 井 耕 一 書 記 古株三容子
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開会 午前１１時３０分 

○議長（寺島健一） 皆さん、こんにちは。 

 ただいまの出席議員数は、１２人であります。よって、定足数に達しています

ので、これより平成２１年第３回竜王町議会定例会を開会いたします。 

 会議に入ります前に、町長より発言の申し出がございますので、これを認める

ことにいたします。竹山町長。 

○町長（竹山秀雄） 皆さん、こんにちは。平成２１年竜王町議会第３回定例会の開

会にあたり、一言ごあいさつを申し上げます。 

本日、９月議会を招集させていただきましたところ、議員の皆様方におかれま

しては、多事多端の中をお繰合せの上ご出席を賜り、厚く御礼を申し上げます。

また、平素は町政万般にわたり格段のご指導、ご鞭撻をいただき、高席からでは

ございますが、重ねて御礼申し上げる次第でございます。 

９月に入りまして、さすがに秋色濃やかになってまいりました。町内農家の方

には最も忙しい穫り入れの作業が始まっていますが、作柄指数もほぼ１００とい

うことでありますし、農繁期中の安全と天候続きであってほしいと念じていると

ころであります。 

さて、８月３０日に行われました衆議院議員の総選挙では、民主党が３０８議

席を獲得し、自民党から民主党への政権交代が現実のものとなりました。投票率

は、小選挙区６９.２８％・比例区６９.２７％と高くなったのも、日本国民が今

回の選挙に関心度が高く、政治の流れに変化を求める声が強くなった結果だと分

析されます。政権交代により、後期高齢者医療制度の廃止、障害者自立支援法の

廃止、農家の戸別所得保障制度の創設、年金制度の一元化等々、今までとは全く

違った制度がマニフェストに記述されていますが、地方自治体として住民の皆さ

んに戸惑いが生じないようにするために、政治の流れを見定め、齟齬
そ ご

をきたすこ

とのないように、しっかりと対応していかねばならないと考えているところであ

ります。 

一方、経済面におきましては、株価も１万円台になり、多少とも神経質な動き

ながら上昇基調に入っていること、また、中国向貿易が堅調であり、景気は底打

ちになったと報じられる昨今でありますが、実感としてはほど遠いものであり、

７月度完全失業率が５.７％で、その数が３５０万人以上という実態であり、求

人倍率も極めて低水準のままで推移している状況であります。こういった状況下、

中小企業にありましては、景気がよくなったと言える日はまだまだ遠い先の話の
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ように思われるところでもあります。 

かかる時、竜王町の法人税収が大幅に落ち込み、平成２１年度歳入見込みで約

２億円の減、平成２２年度はさらにこの金額以上の減収になることが想定され、

平成２０年度歳入歳出決算数値に基づく平成２１年度実質公債費比率が１８.

４％になり、地方債発行に対し県の許可を得なければならない団体になりました。

財政力指数が１.２３３で、５年連続、普通交付税不交付団体でありながら、極

めて不自然な財政状況に陥ったと表現できると申せます。 

私は、就任当初から財政の立て直しを訴え続けておりましたが、法人税収の額

の確定を見て早急に対処してまいらなければならないと、平成２１年度の予算審

議をいただいた３月定例会で申し上げましたとおり、既に各課別でヒヤリングを

繰り返し、次年度予算に向けての財政改革プラン作成にとりかかっているところ

でございます。私は、短期間決戦の取り組み、すなわち平成２２年度・平成２３

年度の２年間で、見通しがきく状態にもっていきたいと考えております。また、

改革プランが出来上がり次第、各自治会へ説明にまいる予定をいたしているとこ

ろでございます。 

さて、新学期のスタートとなりました。心配されるのが新型インフルエンザで

あります。９月２日に第６回対策本部会議を開催し、県の基準を参考に学校・幼

稚園等での臨時休業の対応を決めるなど、今後も感染拡大防止への対策を図って

まいりますが、今回のインフルエンザは、症状の重さよりも感染力の強さの方が

問題であり、判断・対応が遅れないようにすることが肝要かと思われます。イン

フルエンザ対策本部といたしましては、学校の児童生徒の間での発症状況が１つ

の目安となると思っているところであり、学級閉鎖等の対応が生じた場合には、

原則的に町の行事、人の集まる催し等、期間を定めて自粛するのがベターではな

いかと考えているところであります。 

さて、本定例会に提案いたします案件は、条例改正に関して４件、一般会計補

正予算１件・特別会計補正予算５件・水道事業会計補正予算１件、水道事業会計

決算認定１件・平成２０年度一般会計および特別会計に関する決算認定８件、県

内市町廃置分合予定に伴う組合規約変更に関して５件、平成２０年度竜王町健全

化判断比率及び竜王町資金不足比率について２件の、合計２７件でございます。

さらには、期間中に人事に関する案件を含め追加案件を予定させていただいてお

ります。どうか慎重なるご審議を賜り、お認めいただきますようお願い申し上げ

開会のごあいさつとさせていただきます。 
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○議長（寺島健一） これより本日の会議を開きます。 

 皆さんのお手元に、議会諸般報告書ならびに竜王町議会会議規則第１１９条の

規定による議員派遣報告書を配付いたしましたので、よろしくお願いいたします。

なお、説明は省略いたしますので、ご了承願います。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

日程第 １ 会議録署名議員の指名 

○議長（寺島健一） それでは、日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

 会議規則第１１８条の規定により、１１番 若井敏子議員、１番 岡山富男議

員を指名いたします。 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

日程第 ２ 会期の決定 

○議長（寺島健一） 日程第２ 会期の決定を議題といたします。 

お諮りいたします。今期定例会の会期は、本日から９月３０日までの２４日間

といたしたいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

［「異議なし」の声あり］ 

○議長（寺島健一） ご異議なしと認めます。よって、今期定例会の会期は、本日か

ら９月３０日までの２４日間と決定いたしました。 

なお、会期中の日程につきましては、お手元に配付いたしました日程表により

会議を進めてまいりたいと思いますので、ご協力のほどをお願い申し上げます。 

 それでは、これより議事に入ります。 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

日程第 ３ 議第５７号 竜王町税条例の一部を改正する条例 

日程第 ３ 議第５８号 竜王町立児童厚生施設の設置および管理に関する条例を廃

止する条例 

日程第 ５ 議第５９号   竜王町議会の議決に付すべき公の施設の廃止または長期か

つ独占的利用に関する条例の一部を改正する条例 

日程第 ６ 議第６０号 竜王町消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例

の一部を改正する条例 

日程第 ７ 議第６１号 平成２１年度竜王町一般会計補正予算（第５号） 

日程第 ８ 議第６２号 平成２１年度竜王町国民健康保険事業特別会計（事業勘定）

補正予算（第２号） 
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日程第 ９ 議第６３号 平成２１年度竜王町老人保健医療事業特別会計補正予算

（第１号） 

日程第１０ 議第６４号 平成２１年度竜王町下水道事業特別会計補正予算（第１号）

日程第１１ 議第６５号 平成２１年度竜王町介護保険特別会計補正予算（第１号）

日程第１２ 議第６６号   平成２１年度竜王町後期高齢者医療特別会計補正予算（第

１号） 

日程第１３ 議第６７号   平成２１年度竜王町水道事業会計補正予算（第１号） 

日程第１４ 議第６８号 平成２０年度竜王町一般会計歳入歳出決算認定について 

日程第１５ 議第６９号 平成２０年度竜王町国民健康保険事業特別会計（事業勘定）

歳入歳出決算認定について 

日程第１６ 議第７０号 平成２０年度竜王町国民健康保険事業特別会計（施設勘定）

歳入歳出決算認定について 

日程第１７ 議第７１号 平成２０年度竜王町老人保健医療事業特別会計歳入歳出決

算認定について 

日程第１８ 議第７２号 平成２０年度竜王町学校給食事業特別会計歳入歳出決算認

定について 

日程第１９ 議第７３号 平成２０年度竜王町下水道事業特別会計歳入歳出決算認定

について 

日程第２０ 議第７４号 平成２０年度竜王町介護保険特別会計歳入歳出決算認定に

ついて 

日程第２１ 議第７５号   平成２０年度竜王町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算

認定について 

日程第２２ 議第７６号   平成２０年度竜王町水道事業会計決算認定について 

日程第２３ 議第７７号 滋賀県市町村議会議員公務災害補償等組合を組織する地方

公共団体の数の減少及び滋賀県市町村議会議員公務災害補

償等組合規約の一部変更に関する協議について 

日程第２４ 議第７８号 滋賀県市町村議会議員公務災害補償等組合を組織する地方

公共団体の数の減少及び滋賀県市町村議会議員公務災害補

償等組合規約の一部変更に関する協議について 

日程第２５ 議第７９号 滋賀県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体数

の減少および滋賀県市町村職員退職手当組合規約の変更に

ついて 
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日程第２６ 議第８０号 滋賀県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体数

の減少および滋賀県市町村職員退職手当組合規約の変更に

ついて 

日程第２７ 議第８１号 滋賀県後期高齢者医療広域連合規約の一部を変更すること

について 

日程第２８ 報第 ３号 平成２０年度竜王町健全化判断比率について 

日程第２９ 報第 ４号 平成２０年度竜王町資金不足比率について 

〇議長（寺島健一） 日程第３ 議第５７号から日程第２７ 議第８１号までの２５

議案および日程第２８ 報第３号、日程第２９ 報第４号の２報告についてを一

括議題といたします。 

   提案理由の説明を求めます。竹山町長。 

○町長（竹山秀雄） ただいま一括上程いただきました議第５７号から議第８１号ま

での２５議案および報第３号・報第４号の２報告につきまして、順を追って提案

理由を申し上げます。 

まず、議第５７号から議第６７号までの１１議案につきまして、提案理由を申

し上げます。 

議第５７号、竜王町税条例の一部を改正する条例につきましては、平成２１年

６月２４日に農地法等の一部を改正する法律が公布され、これに伴い本条例の中

で引用いたしております条項に条ずれが生じましたので、改正するものでござい

ます。 

改正の内容につきましては、農地法等の一部を改正する法律の附則の中で土地

改良法が一部改正され、同法第８７条の２第１項第１号が削除され、同項第２号

が同項第１号に繰り上げられたことにより、当該条項を引用しております条例第

５４条第６項中、第２号を第１号に改めるものでございます。 

また、農地法等の一部を改正する法律の施行の日が、公布の日から起算して６

月を超えない範囲内において政令で定める日から施行されることから、付則にて、

本条例の施行の日は、農地法等の一部を改正する法律の施行の日から施行するも

のでございます。 

次に、議第５８号、竜王町立児童厚生施設の設置および管理に関する条例を廃

止する条例につきましては、まず、この条例を設置した背景から申し上げます。 

現在、鵜川地先に設置されています児童遊園は、昭和４５年に「児童に健全な

遊びを与えて、その健康を増進し、または情操をゆたかにする」ことを目的に、
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児童厚生施設として条例を設置したものでございます。 

当時、昭和３９年に竜王町立竜王幼稚園が認可され、役場前で開園されました

が、昭和４５年４月に、川守に竜王幼稚園、鵜川に竜王西幼稚園の２園制となっ

た際に、鵜川地先に児童遊園を設置しました。その後、幼稚園は統合および分離

があり現在の２園になっていますが、児童遊園につきましては、現在、敷地面積

５５２.３６㎡、大型遊具・砂場などが配置されています。 

この児童遊園は、児童福祉法第４０条に規定されております児童厚生施設とし

て設置した施設でありますが、設置以来４０年が経過する中で、周辺施設の立地

条件なども大きく変貌し、利用者も少なく、遊具の老朽化が課題となっておりま

す。また、施設そのものも、児童福祉施設最低基準を満たせていない状況となっ

ております。 

このような状況で、周辺施設との関連を検討する中で、今後、隣接する「鵜川

ふれあいプラザ」の駐車場として町有地の有効活用を図らせていただきたく、条

例の廃止をさせていただくものでございます。 

次に、議第５９号、竜王町議会の議決に付すべき公の施設の廃止または長期か

つ独占的利用に関する条例の一部を改正する条例につきましては、竜王町立児童

厚生施設の設置および管理に関する条例を廃止することにより、本条例第２条第

２号で規定する「児童遊園」が不要となることから、当該規定を削除するもので

ございます。 

次に、議第６０号、竜王町消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例

の一部を改正する条例につきましては、現在の竜王町消防団員定数は、１９０名

であり、そのうち女性消防団員は６名を任命しており、平成１８年４月から「女

性消防隊」として、各種訓練や式典への参加など一般団員としての活動、園児や

住民さんへの「防火カルタ」を使った火災予防啓発活動や有線放送による火災予

防週間における防火啓発活動を中心に精力的に行っていただいております。 

しかしながら、現在の６名の団員では、隊員さんの都合により複数の欠席者が

出た場合、火災予防啓発活動や訓練に支障をきたすことも多く、また、隊員さん

は現在４年目であり、今後隊員の交代をスムーズに行い、できるだけ活動に支障

をきたさないよう女性消防隊を８名体制とするため、２名の増員を図りたく、竜

王町消防団員定数を「１９２名」に改めるものでございます。 

次に、議第６１号、平成２１年度竜王町一般会計補正予算（第５号）につきま

しては、現在お認めをいただいております補正予算（第４号）までの歳入歳出予
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算額が５０億３,５１０万円でございます。今回、総額に歳入歳出それぞれ７,７

７０万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ５１億１,２８０万

円といたしたいものでございます。 

今回の補正予算の主なものといたしましては、本町の電算基幹系および情報系

システムの開発・管理事業にかかる委託料、機器借上料および備品購入費につい

て、入札完了に伴う執行残のそれぞれ減額、第５次総合計画策定業務にかかる委

託料の執行残の減額、世界的な景気の減速による企業の収益悪化に伴う法人町民

税の過年度過納還付金の増額、国において平成２０年度に引き続き、さらに対象

を拡大して実施することとされた子育て応援特別手当の支給にかかる経費等の

増額、国の補助金を受けて農道の簡易な整備を行う農地有効利用支援整備事業に

かかる工事請負費等の増額、新型インフルエンザの流行による中学生海外派遣事

業中止に伴う諸経費の減額、町中心核整備に伴う埋蔵文化財発掘調査にかかる諸

経費の増額、町たばこ税県交付金の増額等をお願いするものでございます。 

続きまして、債務負担行為補正につきましては、平成２１年度および平成２２

年度の２ヵ年に渡る執行として計画をいたしておりました憲法改正に伴う国民

投票にかかる投票人名簿調製システム構築について、今年度での前倒し執行が可

能となったことから、今回、同債務負担行為について廃止するものでございます。 

また、地方債補正につきましては、消防ポンプ自動車の整備および両小学校に

おける校内ＬＡＮ整備にかかる大規模改造について、それぞれ入札完了を受けて、

地方債限度額の減額変更をお願いするものでございます。 

次に、議第６２号、平成２１年度竜王町国民健康保険事業特別会計事業勘定補

正予算（第２号）につきましては、現在お認めをいただいております補正予算（第

１号)までの歳入歳出予算額が９億４,８２３万２,０００円でございます。今回、

総額に歳入歳出それぞれ１,７７４万５,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額

を歳入歳出それぞれ９億６,５９７万７,０００円といたしたいものでございま

す。 

補正予算の内容といたしましては、歳出では、被保険者資格の適正な適用を行

い一般被保険者から退職被保険者への振替に伴い退職者医療通知事務委託料が

４,０００円、滋賀県国民健康保険団体連合会の負担金が１２万６,０００円、出

産育児一時金の医療機関等への直接支払制度への移行に伴う連合会への支払手

数料が６,０００円、財政調整基金利子積立金が５万１,０００円、平成２０年度

退職者医療療養給付費の精算による確定に伴い償還金が１,７５０万８,０００
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円、後期高齢者医療制度へ移行された方の属する世帯への負担軽減として高額療

養費特別支給金制度の創設による高額療養費特別支給金５万円のそれぞれ増額

でございます。 

歳入におきましては、歳出の財源となるものでございますが、国庫補助金の介

護従事者処遇改善臨時特例交付金が７８万１,０００円、財政調整基金利子が５

万１,０００円、繰越金が１,６９１万３,０００円のそれぞれ増額でございます。 

次に、議第６３号、平成２１年度竜王町老人保健医療事業特別会計補正予算（第

１号）につきましては、現在お認めをいただいております当初予算の歳入歳出予

算額が７００万円でございます。今回、総額に歳入歳出それぞれ９８４万５,０

００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１,６８４万５,０００

円といたしたいものでございます。 

補正予算の内容といたしましては、歳出では、平成２０年度老人保健医療給付

費の精算額の確定に伴い償還金９８４万５,０００円の増額でございます。歳入

におきましては、歳出の財源となるものでございますが、県負担金の医療費県負

担金が２２万６,０００円、繰越金が７０８万８,０００円、諸収入の雑入で第三

者納付金が２５３万１,０００円のそれぞれ増額でございます。 

次に、議第６４号、平成２１年度竜王町下水道事業特別会計補正予算（第１号）

につきましては、現在お認めいただいております当初予算の歳入歳出予算現計額

が７億２,４００万円でございます。今回、総額に歳入歳出それぞれ７７３万８,

０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ７億３,１７３万８,

０００円といたしたいものでございます。 

補正予算の主な内容といたしましては、歳出では、消費税納税額の確定により

消費税が２０万円の増額、緊急雇用創出特別推進事業に伴い下水道の管路等の適

正管理を図るため下水道台帳作成業務委託料が７７３万８,０００円等の増額で

ございます。歳入におきましては、県の緊急雇用創出特別推進事業補助金が７７

３万８,０００円の増額でございます。 

次に、議第６５号、平成２１年度竜王町介護保険特別会計補正予算（第１号）

につきましては、現在お認めをいただいております当初予算額は５億３,９００

万円でございます。今回、総額に歳入歳出それぞれ６４２万６,０００円を追加

し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ５億４,５４２万６,０００円といた

したいものでございます。 

補正予算の内容といたしましては、歳出では、保険給付費として地域密着型介
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護予防サービス給付費が１２２万円、平成２０年度における第１号被保険者保険

料の還付金が９万２,０００円、平成２０年度介護給付費負担金等の精算による

確定に伴い償還金が５１１万４,０００円のそれぞれ増額でございます。 

歳入におきましては、保険給付費に見合う国・県支払基金などの公費負担分お

よび平成２０年度における地域支援事業交付金の精算による追加交付金ならび

に繰入金、繰越金などの増額でございます。 

次に、議第６６号、平成２１年度竜王町後期高齢者医療特別会計補正予算（第

１号）につきましては、現在お認めをいただいております当初予算額が７,９０

０万円でございます。今回、総額に歳入歳出それぞれ１４万９,０００円を追加

し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ７,９１４万９,０００円といたした

いものでございます。 

補正予算の内容といたしましては、歳出では、平成２０年度の保険料について

還付を要しますことから、保険料還付金が１４万９,０００円の増額でございま

す。 

歳入におきましては、歳出の財源となるものでございますが、諸収入の償還金

及び還付加算金で、後期高齢者医療広域連合からの保険料還付金が１４万９,０

００円の増額でございます。 

次に、議第６７号、平成２１年度竜王町水道事業会計補正予算（第１号）につ

きましては、平成２１年度竜王町水道事業会計の予算第３条で定めました収益的

収入および支出の既決予定額はそれぞれ３億円でございます。今回、人件費およ

び借入金利息の増額を行い、既決予定額にそれぞれ４１５万５,０００円を増額、

収益的収入および支出をそれぞれ３億４１５万５,０００円にさせていただくも

のでございます。さらに、予算第６条で定めました一時借入金の限度額を１,０

００万円から１億円に改めるものでございます。 

補正予算の内容といたしましては、収益的収入で水道使用料を４１５万５,０

００円の増額、収益的支出で総係費といたしまして人事異動に伴います人件費を

３３７万１,０００円の増額、支払利息及び企業債取扱諸費といたしまして一時

借入金利息７８万４,０００円を増額するものでございます。これは、一時借入

金の限度額の改正に伴うものでございます。また、人件費補正に伴い予算第７条

で定めております議決を経なければ流用することができない経費について、職員

給与費の額を改正させていただくものでございます。 

以上、議第５７号から議第６７号までの１１議案につきまして提案理由を申し
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上げたところでございますが、議第６１号および議第６４号につきましては、詳

細について担当課長より説明させますので、よろしくご審議を賜り、ご承認いた

だきますようお願い申し上げ、提案理由の説明といたします。 

○議長（寺島健一） この際申し上げます。ここで、午後１時まで暫時休憩いたしま

す。 

休憩 午後０時０５分 

再開 午後１時００分 

○議長（寺島健一） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

松瀬務課長。 

○総務課長（松瀬徳之助） 先に町長から、平成２１年度竜王町一般会計補正予算（第

５号）の内容について提案理由の説明があったわけでございますが、さらにその

内容について、お手元配付の補正予算の概要により説明させていただきます。 

補正予算の主な内容といたしましては、まず歳入予算では、農道の維持補修に

対する国の農地有効利用支援整備事業費補助金が１００万４,０００円および同

地元分担金が３５１万９,０００円のそれぞれ増額、国において平成２０年度に

引き続き、さらに３歳から５歳までの第１子からの児童に対象を拡大して一人あ

たり３６,０００円を支給することとされた子育て応援特別手当の支給に伴う子

育て応援特別手当事業費補助金が１,３９１万円の増額、道路橋梁維持補修にか

かる国の長寿命化修繕計画策定事業費補助金が２５０万円およびこれを算定根

拠とする国の地域活性化・公共投資臨時交付金が２００万円のそれぞれ増額、農

地の担い手である集落営農組織の充実を図るための集落営農ステップアップ実

践事業補助金が１１８万８,０００円の増額、土産土法ビジネス研究における商

品開発業務に係るふるさと雇用再生特別推進事業補助金が１１０万円、および学

校安全推進指導員の設置にかかる緊急雇用創出特別推進事業補助金が２３４万

２,０００円のそれぞれ増額、岡屋地先町有地の売却に伴う土地売払収入が１０

６万４,０００円の増額、社会教育費雑入として町中心核整備にかかる商業施設

用地における埋蔵文化財発掘調査費が４７０万９,０００円の増額、事業執行に

よる事業費の減少により安全・安心な学校づくり交付金が１０９万円、消防防災

設備整備事業債が１９０万円、小学校大規模改造事業債が２０４万４,０００円

のそれぞれ減額、前年度繰越金が４,３８６万円の増額などでございます。 

次に歳出予算の主なものといたしましては、町の電算システムにおける基幹系

および情報系システム開発・管理事業について、入札手続き完了による委託料、
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機器借上料および備品購入費等がそれぞれ２０８万円および４０２万９,０００

円の減額、第５次総合計画策定事業について入札手続き完了による策定業務委託

料等が１０７万４,０００円の減額、山面地区における地籍調査事業について実

施区域の拡大による地籍調査測量業務委託料が１１６万８,０００円の増額、世

界的な景気の減速による企業の収益悪化により法人町民税に係る町税過年度過

納還付金が６,１００万円の増額、子育て応援特別手当事業について、特別手当

およびシステム改築委託料等が１,３９１万円の増額、農地の担い手である集落

営農組織の充実を図るためトラクター等の整備に係る集落営農ステップアップ

支援活動事業が１６６万３,０００円の増額、町内の稲作農家や定年退職者等の

施設園芸への新規参入を支援するための近江の園芸特産振興対策事業が１３８

万２,０００円の増額、農道の維持補修に係る農地有効利用支援整備事業費が４

５２万５,０００円の増額、環境整備等の道路橋梁維持補修費が１５０万円の減

額、消防自動車整備事業について消防ポンプ自動車の入札手続きが完了したこと

により２１０万円の減額、新型インフルエンザの流行により中学生海外派遣事業

の中止を決定したことから２６６万７,０００円の減額、県の緊急雇用創出特別

推進事業を活用して、学校の登下校時における交通の往来が多い交差点や不審者

が多く発生した通学路等における見守り活動、校内のさまざまな安全点検および

修繕作業の補助、美化・環境作業、学校行事の準備等を行うための学校安全推進

指導員設置事業が２３４万４,０００円の増額、校内ＬＡＮ工事の完了に伴う竜

王西小学校施設整備事業が１８３万１,０００円の減額、中学校体育館大規模改

造事業の町建設計画における実施時期について、竜王小学校の低学年棟等のトイ

レ等の修繕と調整を行い、中学校体育館大規模改造の後年度送りによる中学校施

設整備事業が３８１万６,０００円の減額、本町公民館青年学級の全国大会参加

に伴い、公民館教室・講座開設事業に１１０万５,０００円の増額、町中心核整

備にかかる商業施設用地における埋蔵文化財発掘調査に係る埋蔵文化財発掘調

査受託事業が４７１万円の増額、平成２０年度のたばこ税収入が課税定額を超え

たことによる町たばこ税県交付金が６２４万３,０００円の増額などでございま

す。 

次に、第２表の債務負担行為補正の内容につきましては、憲法改正に伴う国民

投票にかかる投票人名簿調製にかかるシステム構築について、平成２１年度およ

び平成２２年度の２ヵ年での執行として計画をしておりましたところ、今年度で

の前倒し執行が可能となったことから、今回、同債務負担行為の廃止をお願いす
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るものでございます。 

次に、第３表の地方債補正の内容につきましては、消防ポンプ自動車の購入に

係る消防防災設備整備事業債について１９０万円、小学校における校内ＬＡＮ整

備に係る小学校大規模改造事業債について２０４万４,０００円の減額をお願い

するものでございます。 

以上、誠に簡単ではございますが、平成２１年度竜王町一般会計補正予算（第

５号）の概要を申し上げ説明とさせていただきます。よろしくご審議を賜り、ご

承認いただきますようお願い申し上げます。 

○議長（寺島健一） 田中建設水道課長。 

○建設水道課長（田中秀樹） 引き続きまして、議第６４号、平成２１年度竜王町下

水道事業特別会計補正予算第１号につきまして、その内容をご説明申し上げます。 

一般会計および特別会計の歳入歳出補正予算に関する説明書３３ページからの

下水道事業特別会計補正予算（第１号）の事項別明細書によりまして説明申し上

げます。 

補正前の予算総額は、歳入歳出それぞれ７億２,４００万円で、今回総額に７

７３万８,０００円を増額いたしまして、歳入歳出予算の総額を７億３,１７３万

８,０００円とさせていただくものでございます。補正予算の内容につきまして

は、先に町長より説明いただきましたが、平成２１年度の執行調整等をさせてい

ただくものでございます。 

まず、歳入の関係でございますが、３４ページの県補助金を７７３万８,００

０円の増額をさせていただくものでございます。その内容としまして、緊急雇用

創出特別推進事業において、下水道台帳作成業務にかかる事業費の１０分の１０

を県から補助を受けるものでございます。 

次に、歳出の関係でございますが、３５ページ公共下水道事業費の一般管理費

の公課費を２０万円増額し、施設管理費の需用費を２０万円減額とする現予算内

での組み替え、施設管理費の委託料を増額させていただくものでございます。そ

の内容としましては、農業集落排水および公共下水道使用料収入に対して、工事

費等の課税仕入分の事業費が減少し、納税が必要となったための増額および下水

道の管路等の施設の適正な管理を図るため、台帳の電子データ化を行う業務委託

を緊急雇用創出特別推進事業の活用を図って取り組みを行うものでございます。 

以上、誠に簡単ではございますが、平成２１年度竜王町下水道事業特別会計補

正予算（第１号）の内容説明といたします。よろしくご審議を賜り、ご承認をい
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ただきますようお願い申し上げます。 

○議長（寺島健一） 竹山町長。 

○町長（竹山秀雄） 続きまして、議第６８号から議第７６号までの９議案につきま

して提案理由を申し上げます。 

議第６８号、平成２０年度竜王町一般会計歳入歳出決算認定、議第６９号、平

成２０年度竜王町国民健康保険事業特別会計事業勘定歳入歳出決算認定、議第７

０号、平成２０年度竜王町国民健康保険事業特別会計施設勘定歳入歳出決算認定、

議第７１号、平成２０年度竜王町老人保健医療事業特別会計歳入歳出決算認定、

議第７２号、平成２０年度竜王町学校給食事業特別会計歳入歳出決算認定、議第

７３号、平成２０年度竜王町下水道事業特別会計歳入歳出決算認定議第７４号、

平成２０年度竜王町介護保険特別会計歳入歳出決算認定および議第７５号、平成

２０年度竜王町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定の８議案につきまし

ては、地方自治法第２３３条第２項の規定により、去る７月１日から８日間にわ

たり町監査委員さんによる決算審査を終えましたので、同法第２３３条第３項の

規定に基づき、議会の認定に付するものでございます。 

次に、議第７６号、平成２０年度竜王町水道事業会計決算認定につきましては、

去る６月４日に町監査委員の審査を終えまして、地方公営企業法第３０条第４項

の規定に基づき議会の認定に付するものでございます。 

事業の概況、経営状況等につきましては、後ほどその詳細について担当課長か

ら説明させますが、平成２０年度につきましても、常に経営の健全化と施設の効

率的な維持管理に努めてきたところでありますが、収益的収支におきまして、収

益が２億９,１０１万４,１６５円で費用が２億６,６８８万２,０５７円となり、

２,４１３万２,１０８円の純利益となったものでございます。 

以上、議第６８号から議第７６号までの９議案につきまして提案理由を申し上

げたところでございますが、詳細につきましては、会計管理者および担当課長か

ら説明をさせますので、よろしくご審議を賜り、ご承認いただきますようお願い

申し上げ、提案理由といたします。 

○議長（寺島健一） 布施会計管理者。 

○会計管理者（布施九藏） ただいま町長から提案理由を申し上げました議第６８号

から議第７５号までの８議案につきまして、提案説明をさせていただきます。 

平成２０年度一般会計ならびに各特別会計のそれぞれの決算につきましては、

地方自治法第２３３条第１項および地方自治法施行令第１６６条ならびに同法
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施行規則第１６条および第１６条の２の規定により調製をいたしたもので、その

決算概要につきまして、ご説明申し上げます。まず、お手元に決算報告書をお届

けいたしておりますので、これを中心にしてご説明申し上げたいと思います。決

算報告書の１ページをご覧いただきたいと思います。 

一般会計の決算額は、歳入総額が５５億７,１７１万５,７０９円で､ 歳出総額

が５２億５,８０２万４,６１９円となり、歳入歳出差引額は３億１,３６９万１,

０９０円であります。このうち、平成２１年度に繰り越しました事業に要する財

源８,７４７万８,２８９円を差し引きますと、実質収支額は２億２,６２１万２,

８０１円の黒字となります。ここから平成１９年度の実質収支額を差引きますと、

単年度収支額は１億３,９９９万７,３９１円の赤字となります。さらに、単年度

収支額に財政調整基金への積立金２億２８９万７,２５９円を加え、同基金から

の取り崩し額１億９,０００万円を差し引きますと、実質単年度収支額は１億２,

７１０万１３２円の赤字ということになります。 

次に、決算報告書の１ページ後段から７ページと、１１７ページから１１９ペ

ージの円グラフにより、決算収支の状況につきましてご説明申し上げます。 

平成２０年度の歳入の財源構成状況、歳出の目的別ならびに性質別構成状況を

図示いたしますと、円グラフのようになります。まず、歳入の財源構成状況でご

ざいますが、自主財源が８０.９％、依存財源が１９.１％となっております。前

年度は、自主財源が８１.９％、依存財源が１８.１％でありました。このことか

ら、全体に占める自主財源の割合は、前年度に引き続き依存財源を大きく上回っ

ておりまして、前年度と比較いたしますと１ポイントの減となっております。 

本年度においても自主財源比率が高かった要因は、決算総額が５.７％の減と

なり、分母の決算額が小さくなったこと。また、町税収入は前年度に比べ８.５％

減少し、構成比では２ポイントの減となりましたが、繰越金が約１億円多く、２

ポイントの増になったこと。さらに、依存財源が少額でありますが減少している

ことによるものです。 

次に、自主財源・依存財源それぞれの項目を前年度と比較いたしますと、自主

財源の総額は４５億４８２万７,０００円で、３億３,５４９万２,０００円の減、

対前年度比では６.９％の減となっております。自主財源の増加した主な項目は、

繰越金が３億６,９６７万４,０００円で９,７９０万５,０００円の増となって

おります。なお、減少した主な項目は、町税が３６億８,４３５万６,０００円で

３億４,００８万６,０００円の減、繰入金が１億９,０００万円で８,３００万円
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の減となっております。 

ここで、町税の収入状況を見てみますと、個人町民税は納税義務者数の増加等

により５,５８１万９,０００円の増となりましたが、法人町民税においては、昨

年の秋以降の世界同時不況の影響によって３億４,１３４万３,０００円の減、対

前年度比３７.２％の大幅な減収となっています。固定資産税は、対前年度比２.

３％の減でありますが、額にしますと４,７０９万７,０００円と大きな額の減収

となりました。 

一方、依存財源の総額は１０億６,６８８万９,０００円で４４０万４,０００

円の減、対前年度比では０.４％の減となっております。依存財源の減少した主

な項目は、県支出金が２億７,７７１万１,０００円で４,６６５万４,０００円の

減、町債が１億８,２５７万円で４,５７３万円の減、地方交付税が４,９８３万

３,０００円で１,６６６万６,０００円の減となっております。なお、増加した

主な項目は、国庫支出金が２億５,８０２万５,０００円で９,３２８万８,０００

円の増、地方特例交付金が２,４７１万２,０００円で１,１２１万７,０００円の

増となっております。 

次に、歳出の構成比を目的別に見てみますと、民生費が２０.１％、公債費が

１３.９％、総務費が１３.３％、教育費が１１.０％、農林水産業費が１０.０％、

土木費が９.２％、諸支出金が７.９％、衛生費が６.４％、消防費が４.２％、商

工費が２.４％、議会費が１.２％、労働費が０.３％、災害復旧費が０.１％とな

っております。 

前年度と比較いたしますと、歳出総額は５２億５,８０２万５,０００円で２億

８,３９１万３,０００円の減、対前年度比では５.１％の減となっております。

減少した主な項目は、諸支出金が４億１,６２４万５,０００円で、財政調整基

金・教育厚生施設等整備基金・減債基金への積立金の減により３億３,３２５万

１,０００円の減、対前年度比では４４.５％の大幅な減少となっております。 

次に、農林水産業費が５億２,７７９万５,０００円で、山之上農林公園施設整

備事業用地取得費等の減により１億３,４６６万８,０００円の減、対前年度比で

２０.３％の減となっております。さらに、教育費が５億８,０８０万４,０００

円で、中学校校舎大規模改修工事等の減により１億１,０７６万５,０００円の減、

対前年度比で１６.０％の減となっております。その他、衛生費が９１９万８,０

００円の減、消防費が１５１万６,０００円の減となっております。 

一方、増加した主な項目は、総務費が６億９,９９９万１,０００円で、総合庁
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舎維持修繕費、電算備品購入、電算システム開発等関連費用の増により１億２,

４１４万１,０００円の増、対前年度比では２１.６％の大幅な増加となっており

ます。 

次に、民生費が１０億５,８３８万円で、介護予防拠点施設整備事業等の増に

より９,２０８万８,０００円の増、対前年度比では９.５％の増となっておりま

す。さらに、土木費が４億８,２５２万６,０００円で、まちづくり交付金を活用

した道路新設改良事業等の増により６,９６７万７,０００円の増、対前年度比で

は１６.９％の増となっております。その他、公債費が７億３,１２７万４,００

０円で９６４万４,０００円の増、対前年度比では１.３％の増となっております。

なお、町債の年度末残高は６４億７,９７４万４,１５７円で、平成１９年度末残

高から４億１,７３０万８,６３３円減少いたしております。 

次に、決算報告書１１９ページの円グラフでございますが、性質別の構成比で

見てみますと、補助費等が１９.３％、人件費が１８.４％、繰出金が１４.６％、

物件費が１４.１％、公債費が１３.９％、扶助費が８.４％、普通建設事業費が

６.４％、維持補修費が０.６％、積立金が４.０％、貸付金が０.２％、災害復旧

費が０.１％となっております。 

性質別の状況を前年度と比較いたしますと、義務的経費は構成比で前年度が３

８.５％でありましたが、４０.７％に、２.２ポイントの増になっています。こ

れは、人件費においては２,７６４万７,０００円減少していますが、構成比では

０.４ポイントの増、扶助費が２,５３６万円増加し、構成比では０.９ポイント

の増、公債費が９６４万４,０００円増加し、構成比では０.９ポイントの増とな

っています。 

投資的経費の構成比は６.５％でありますが、そのほとんどは普通建設事業費

が占めております。普通建設事業費の決算額は３億３,５９８万円で、３,６５２

万６,０００円の減、対前年度比で９.８％の減となっておりますが、構成比では

前年度とほとんど変わりません。主な事業は、介護予防拠点施設整備事業７,６

６４万９,０００円、広域圏域型農村総合整備事業５,７２５万２,０００円、ま

ちづくり交付金事業６,２６３万７,０００円などで、決算報告書２ページに列記

しておりますので、ご披見いただければと思います。 

その他の経費においては、構成比が５２.８％で、前年度に比べ２ポイント減

少いたしました。構成比に変化があった主な項目は、積立金が前年度１３.５％

でありましたが、４.０％に、９.５ポイント減少しています。積立金の決算額は
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２億９６７万８,０００円で５億３,９６０万２,０００円の減、対前年度比では

７２％の減となっています。基金積立は、運用利子の積立以外に財政調整基金に

２億円、新たに設置しました介護従事者処遇改善臨時特例基金に４９１万２,７

３３円をそれぞれ積立を行いました。 

次に、繰出金は前年度の９.２％から１４.６％に、５.４ポイント増加してい

ます。繰出金の決算額は７億６,５６９万７,０００円で２億５,４２１万２,００

０円の増、対前年度比では４９.７％の増となっています。増加した要因は、前々

年度に基金から繰替運用により一般会計に繰入れた繰入金、土地開発基金８,５

００万円、地域福祉基金１億２,０００万円を、本年度において繰出金としてそ

れぞれの基金に繰り戻したものです。その他、物件費においては前年度の１２.

７％から１４.１％に、１.４ポイント増加しています。 

なお、決算の具体的内容につきましては、歳入は決算報告書の３ページから７

ページに款別に順を追って記載しておりますので、説明を省略させていただきま

す。 

歳出につきましては、決算報告書の８ページから１１９ページにわたり各所属

別・予算科目順に事務事業の内容と事業の成果表を合わせて列記しておりますの

で、ご披見いただきますようお願いいたします。なお、説明は省略させていただ

きます。 

また、決算書の１７６ページから１８０ページには公有財産の土地及び建物の

２０年度中の増減ならびに年度末現在高を、また、１８０ペ－ジには出資金なら

びに出損金の年度末状況を、さらに、１８１ペ－ジから１８４ページには３０万

円以上の重要物品を､１８５・１８６ページには基金の運用状況をそれぞれ記載

しておりますので、ご参照いただきたいと存じます。 

なお、「土地開発基金」および「用品等調達基金」のそれぞれの運用状況につ

きましては、別冊の調書をお届けいたしておりますので、併せてご参照いただき

ますようよろしくお願いいたします。 

以上、平成２０年度一般会計の決算概要を申し上げ、提案説明とさせていただ

きます。 

次に、平成２０年度竜王町国民健康保険事業特別会計（事業勘定）の決算概要

につきましてご説明申し上げます。 

平成２０年度の竜王町国民健康保険は、老人保健制度の廃止によりまして、代

わって後期高齢者医療制度が創設され、このことによって、７５歳以上の被保険
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者等の方々が後期高齢者医療制度に移行されたことから、国保の被保険者数・世

帯数が、ともに減少いたしました。また、退職被保険者においても、これまで６

０歳から７４歳としていた年齢制限を制度改正により、６０歳から６５歳までと

することになり、退職被保険者数も減少いたしております。 

このような制度改正を受けた中での決算状況でありますので、決算内容におき

ましては、昨年度と多少異なる部分がございます。決算報告書の１２０ページを

ご覧いただきたいと思います。 

決算収支の状況は、歳入総額が１０億７５５万１,５６８円、歳出総額が９億

５,４８６万８,１６０円で、歳入歳出差引額は５,２６８万３,４０８円となりま

して、実質収支額も同額となっております。ここから前年度の実質収支額を差し

引きますと、単年度収支額は６０３万２,３２６円の赤字となり、財政調整基金

を調整しますと、実質単年度収支額は６０２万６,２４０円の赤字となります。 

歳入の主なものといたしましては、決算書の１９２ページの国民健康保険税が  

２億６,４８５万９,９０２円、１９３ページの国庫支出金が負担金・補助金を合

わせまして２億１,９５１万７,０７５円､１９５ページの療養給付費等交付金が 

７,６７０万６,０００円、１９６ページの前期高齢者交付金が１億６,５０４万

１,３７４円、１９７ページの共同事業交付金が１億１,８４６万１,６５２円、

１９８ページの一般会計からの繰入金が６,１３０万１,１６２円でございます。 

次に、歳出の主なものといたしましては、２０４ページの保険給付費が６億１,

１７９万１,８３９円、２０８ページの後期高齢者支援金等が１億９９６万７０

０円でございます。なお、国保の加入世帯数および被保険者数等につきましては、

決算報告書の１２０ページに記載いたしておりますので、ご披見いただきたいと

思います。また、決算書の２１８ページに、財産に関する調書を添付いたしてお

りますので、併せてご参照いただきたいと思います。 

以上、簡単ですが、国保事業勘定の決算の概要を申し上げ、提案説明とさせて

いただきます。 

次に、平成２０年度竜王町国民健康保険事業特別会計（施設勘定）の決算概要

につきまして、ご説明申し上げます。決算報告書は１３０ページからでございま

す。 

まず、医科診療所における決算収支でございますが､歳入総額が１億６６万３,

８８０円、歳出総額が８,８８３万５,２８７円で、歳入歳出差引額は１,１８２

万８,５９３円となりまして、実質収支額も同額となっております。ここから前
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年度の実質収支額を差し引きますと、単年度収支額は２５２万４２５円の赤字と

なり、さらに財政調整基金を調整しますと、実質単年度収支額は１１２万６,７

０８円の赤字となります。 

歳入の主なものといたしましては、決算書の２２４ページ、診療収入の８,２

３９万５,４４４円であります。歳出では、２２９ページの総務費４,４９５万５,

５２０円でありまして、人件費ならびに施設の維持管理費でございます。 

次に、２３２ページの医業費は３,８７８万３,４１８円で、医薬品や医療用消

耗器材費・医療用機械器具費でございます。以上が簡単でございますが、医科の

内容でございます。 

次に、決算報告書の１３２ページでございますが、歯科診療所における決算収

支につきましてご説明申し上げます。歳入総額が５,９３０万５,６３５円、歳出

総額が５,５４４万３,９５６円で、歳入歳出差引額は３８６万１,６７９円とな

りまして、実質収支額も同額となっております。ここから前年度の実質収支額を

差し引きますと、単年度収支額は９３万９,４８８円の黒字となり、さらに財政

調整基金を調整しますと、実質単年度収支額は３１０万１,４７６円の赤字とな

ります。 

歳入の主なものは、決算書の２３５ページ、診療収入の３,９７８万６,６４５

円と、２３７ページの繰入金１,２３５万円でございます。歳出では、２４０ペ

ージの総務費が４,２１９万３,７９７円で、人件費ならびに施設の維持管理費な

どでございます。また、２４３ページの医業費は１,３２１万３,１２３円となっ

ています。なお、決算書の２４７ページに財産に関する調書を添付いたしており

ますので、ご参照いただきたいと思います。 

以上、国保施設勘定の医科・歯科にかかります決算概要の説明とさせていただ

きます。 

次に、平成２０年度竜王町老人保健医療事業特別会計の決算概要につきまして

ご説明申し上げます。決算報告書は１３６ページからでございます。 

平成２０年度から老人保健制度が廃止され、代わって後期高齢者医療制度が創

設されましたことから、本年度の老人保健医療事業会計につきましては、平成２

０年３月分の診療と過誤等における医療費の支給などでございます。 

決算収支の状況でございますが、歳入総額が１億２,７９２万９８円、歳出総

額が１億１,８２９万７,２１０円でございます｡歳入歳出差引額は９６２万２,

８８８円となりまして、実質収支額も同額となっております。ここから前年度の
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実質収支額を差し引きますと、単年度収支額は３,６３７万５,５１６円の黒字と

なります。 

歳入の主なものは、決算書の２５３ページ、支払基金交付金が５,６００万９

４９円で、これは、社会保険診療報酬支払基金からの交付金でございます。次に、

国庫支出金が５,２９１万２,３８９円、県支出金が８７９万５,８６４円、一般

会計からの繰入金が６７７万５５５円でございます。 

次に､歳出でございますが、決算書は２５６ページでございます。そのほとん

どが老人保健医療の医療諸費で､９,１３８万３６６円でございます。なお、平成

１９年度会計において２,６７５万２,６２８円が歳入不足となりましたので､平

成２０年度会計から前年度繰上充用金として歳入不足を補てんいたしておりま

す。 

以上、老人保健医療事業特別会計の決算の概要を申し上げ、提案説明とさせて

いただきます。 

次に、平成２０年度竜王町学校給食事業特別会計の決算概要につきましてご説

明申し上げます。決算報告書は１３９ページからでございます。 

決算収支の状況でございますが、歳入総額が５,６６０万６,０３９円、歳出総

額が５,６５１万８７円で、歳入歳出差引額は９万５,９５２円となりまして、実

質収支額も同額となっております。歳入でございますが、決算書は２６３ページ

でございます。そのほとんどが給食費負担金でございまして、決算額は５,５３

６万３,９６４円で、歳入総額の９７.８％となっております。 

なお、本年度は、国における経済対策「安心実現のための緊急総合対策」に添

い、ひっ迫している学校給食事業特別会計に一般会計から１００万円を繰入いた

しました。歳出につきましては２６５ページで、ほとんどが給食材料費で、決算

額が５,５８７万４,４４７円でございまして、歳出総額の９８.９％を占めてお

ります。その他は、パンの包装・加工の委託料であります。 

以上、簡単でございますが、学校給食事業特別会計の決算の概要を申し上げ、

提案説明とさせていただきます。 

次に、平成２０年度、竜王町下水道事業特別会計の決算概要につきましてご説

明申し上げます。決算報告書は１４２ページからでございます。 

決算収支の状況でございますが、歳入総額が１０億２,８４６万９,９７４円、

歳出総額が９億８,４５７万４,７９０円で、歳入歳出差引額は４,３８９万５,１

８４円となります。翌年度へ繰り越しました事業に要する財源につきましては決
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算書の２８２ページに記載いたしておりますが、繰越財源が１,２３５万２,００

０円でございますので、実質収支額が３,１５４万３,１８４円になるものでござ

います。 

次に、歳入の主なものにつきましてご説明申し上げます。決算書は２７０ペー

ジからでございます。使用料及び手数料の決算額は、１億３,１０８万２８０円

となっています。また、２７１ページの国庫支出金は７,０２０万円で、特定環

境保全公共下水道事業の国庫補助金でございます。 

次に、２７２ページの繰入金は一般会計からの繰入で、２億７,４３１万８,０

００円であります。さらに、２７３ページの町債は４億９,１７０万円となって

おりますが、このうち２億３,９１０万円は下水道高資本費対策借換債でありま

す。 

次に、歳出の主なものといたしましては、２７５ページでございますが、農業

集落排水事業費の決算額が９８９万７,３６８円で、殿村と山中のそれぞれの処

理施設にかかります維持・管理経費でございます。 

次に、２７６ページの公共下水道事業費の決算額は２億７,７２５万７,９５１

円でございまして、そのうち管渠築造費が１億９,１５４万１,０５３円でござい

ます。岡屋と薬師地先の幹線整備や山之上地先の測量設計を実施いたしました。

なお、この決算額には平成１９年度からの繰越事業２,５６２万２,２３３円が含

まれています。 

次に、２８０ページの公債費の決算額は、６億９,７４１万９,４７１円でござ

います。このうち償還元金は５億２,９２３万３,２１８円でございますが、その

中の２億３,９８１万１,５９４円は、下水道高資本費対策のため借換を行った繰

上償還元金です。町債の年度末残高は５６億１,８００万１,８６８円で、平成１

９年度末から３,７００万円余り減少しております。なお、決算書の２８３ペー

ジに財産に関する調書を添付いたしておりますので、後ほどご参照をいただきた

いと思います。 

以上、下水道事業特別会計の決算概要を申し上げ、提案説明とさせていただき

ます。 

次に、平成２０年度竜王町介護保険特別会計の決算概要につきましてご説明申

し上げます。決算報告書は１４６ページからでございます。決算収支の状況でご

ざいますが、歳入決算額が５億４,９７４万７,５２８円、歳出決算額が５億２,

１８１万６,９７７円で、歳入歳出差引額は２,７９３万５５１円となりまして、
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実質収支額も同額となっております。 

歳入の主なものといたしましては、決算書の２８９ページ、介護保険料が９,

３３９万２,８００円、２９０ページの国庫支出金が１億２,１１４万４,６７０

円、２９１ページの支払基金交付金が１億５,４２２万５,０００円、２９２ペー

ジの県支出金が７,３７８万３,８３５円、２９３ページの一般会計からの繰入金

が７,４５７万６,３１３円でございます。 

歳出の主なものといたしましては、２９９ページの保険給付費が４億８,６３

９万１,９０１円でございまして、歳出総額の９３.２％を占めております。 

また、３０５ページの地域支援事業費は、１,９４４万８,９３１円でございま

す。この事業は、介護保険法の改正に伴い平成１８年度より取り組みをいたして

いるもので、地域包括支援センターを設置し、要介護状態にならないように予防

対策を講じているもので、医療や介護の総合相談、介護予防ケアマネジメント等

の事業に要した費用でございます。 

さらに、３１１ページの諸支出金の償還金７４７万３,３２２円につきまして

は、過年度分の介護給付費に係る精算によるもので、国・県支払基金にそれぞれ

返還いたしたものでございます。 

詳細につきましては、決算報告書の１４６ページから１４９ページに一般状況

を、１４９ページ以降に経理状況をそれぞれ記載させていただいております。ま

た、決算書の３１４ページに財産に関する調書を添付いたしておりますので、ご

参照いただきたいと思います。 

以上、介護保険特別会計の決算概要を申し上げ提案説明とさせいただきます。 

次に、平成２０年度竜王町後期高齢者医療特別会計の決算概要につきましてご

説明申し上げます。決算報告書は１６２ページからでございます。 

高齢者の医療の確保に関する法律の施行に伴いまして、平成２０年４月から後

期高齢者医療制度がスタートいたしました。この法律の規定により後期高齢者医

療制度の円滑な運営を図るとともに、後期高齢者の保険料等に関する収入および

支出について経理を明確にするため、本特別会計が設置されたところであります。 

決算収支の状況でございますが、歳入総額が６,９０７万６,１５８円、歳出総

額が６,７０９万３,２４８円でございます｡歳入歳出差引額は１９８万２,９１

０円となりまして、実質収支額も同額となっております。 

歳入の主なものは、決算書の３１８ページ、後期高齢者保険料が４,７９７万

３,７０４円、３１８ページの国庫支出金が２６９万３,２５０円、３１９ページ
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の一般会計からの繰入金は１,８３２万１,２０４円で、そのうち１,６３９万３,

９４４円は保健基盤安定にかかる繰入金でございます。 

次に､歳出でございますが、決算書は３２１ページでございます。総務費が４

７０万８,５１０円で、後期高齢者医療制度の電算システムの改修や保守、保険

料徴収事務費でございます。また、３２２ページの後期高齢者医療広域連合納付

金６,２３８万４,７３８円は、被保険者から納付された保険料等を滋賀県後期高

齢者医療広域連合に納付しているものです。 

以上、後期高齢者医療特別会計の決算の概要を申し上げ提案説明とさせていた

だきます。 

以上をもちまして、議第６８号から議第７５号までの８議案につきましての提

案説明を終わらせていただきます。よろしくご審議を賜りまして、ご承認を賜り

ますようお願い申し上げます。 

○議長（寺島健一） 田中建設水道課長。 

○建設水道課長（田中秀樹） ただいま町長から提案理由を申し上げました議第７６

号、平成２０年度竜王町水道事業会計の決算内容について、説明を申し上げます。

最初に平成２０年度の事業の概要につきまして申し上げます。 

水道事業につきましては、常に経営の健全化と施設の効率的な維持管理に努め

事業の運営を行ってまいりました。本年度の給水人口は１万２,６８３人で、前

年度と比較して１２人の減少となっています。また、年間総配水量は１６９万９,

９４８㎥であり、前年度より８万４,９６５㎥の減少となりました。そのうち県

水受水量は１６５万８,８７２㎥でありまして、総配水量の９７.６％を占めてお

ります。 

年間有収水量につきましては１４８万２,４７０㎥であり、前年度より４万２,

１１３㎥の減少でありました。減少の原因といたしましては、構造的不況により

ます営業用および工業用使用量の減少、布設替え工事に伴う洗管によるものでは

ないかと思われます。 

経営状況につきましては、収益的収支の収益の総額は２億９,１０１万４,１６

５円で、前年度と比較しますと１,３４６万８,９２３円の減少となりました。し

かし、この収入の中には町からの補助金１,５５０万円が含まれています。一方、

費用の総額は２億６,６８８万２,０５７円で、前年度と比較しますと１,６９７

万８,２８１円の減少となりました。費用の減少につきましては、受水費、人件

費などの減少によるものでございます。 
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以上のことから収益、費用、差引き決算額といたしましては、２,４１３万２,

１０８円の純利益となったものでございます。今後も引き続き、水道事業の運営

につきましてはさらに経費の節減等に努めながら事業の推進を図ってまいりた

いと考えております。 

それでは、決算書に基づきまして決算の内容をご説明いたします。まず、１ペ

ージの平成２０年度竜王町水道事業決算報告書をご覧下さい。第３条予算の収益

的収支の収入でございますが、水道事業収益といたしましては営業収益と営業外

収益を合わせまして決算額が３億４６６万３,５６８円で、そのうち仮受消費税

は１,３６４万９,４０３円でございます。支出におきましては、水道事業費とい

たしましては営業費用と営業外費用を合わせまして決算額が２億７,８２７万８,

７３１円で、そのうち仮払消費税は９６５万７,０７４円でございます。 

次に、第４条予算の資本的収支の収入でございますが、資本的収入といたしま

しては企業債と他会計負担金を合わせまして決算額が５,６２７万９,８５０円

で、そのうち仮受消費税は０円でございます。支出におきましては、資本的支出

といたしましては建設改良費と企業債償還金を合わせまして決算額が１億９１

万４,１９４円で、そのうち仮払消費税は３２２万２,３１０円でございます。し

たがいまして、差引、資本的収入額が資本的支出額に不足する額４,４６３万４,

３４４円は、建設改良積立金１,０４７万４,６４９円、当年度損益勘定留保資金

３,１９６万２３５円および当年度消費税資本的収支調整額２１９万９,４６０

円で補てんいたしました。 

次に、３ページの損益計算書をご覧下さい。営業収益といたしましては、給水

収益とその他営業収益を合わせまして２億７,１７１万４,８５０円、営業費用と

いたしましては、原水及び浄水費、配水及び給水費、総係費、減価償却費、資産

減耗費およびその他営業費用を合わせまして２億５,９２６万２,７０７円、した

がいまして、営業利益は１,２４５万２,１４３円でございます。営業外収益とい

たしましては、受取利息及び配当金、補助金、加入金および雑収益を合わせまし

て１,９２９万９,３１５円、営業外費用といたしましては、支払利息及び企業債

取扱諸費の企業債利息と雑支出を合わせまして７６１万９,３５０円で、営業収

支は１,１６７万９,９６５円の黒字、したがいまして、経常利益は２,４１３万

２,１０８円となりました。特別利益・損失はございませんので、当年度純利益

は同じく２,４１３万２,１０８円、前年度繰越利益剰余金は３,５３３万９,７１

４円でございますので、当年度未処分利益剰余金は５,９４７万１,８２２円とな
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るものでございます。 

次に、７ページの剰余金処分計算書（案）をご覧下さい。これは、地方公営企

業法第３２条第１項で、利益が出た場合は利益の２０分の１以上を減債積立金に

積み立てる必要がございます。また、任意積立金にも積み立てできるものとなっ

ていることから、積み立てるものです。当年度未処分利益剰余金といたしまして

は、３ページから４ページでご説明申し上げましたとおり５,９４７万１,８２２

円で、利益剰余金処分額といたしまして、減債積立金に１,５００万円を積み立

て、建設改良積立金に２,０００万円を積み立てたくご提案申し上げるものでご

ざいます。積み立てたといたしますと、翌年度繰越利益剰余金は２,４４７万１,

８２２円になります。 

次に、貸借対照表をご覧下さい。まず、資産の部です。固定資産といたしまし

ては、有形固定資産は土地・建物・構築物などを合わせまして１９億４,２８５

万１,１８０円、無形固定資産は施設利用権のみで１,０６８万１,１２９円、投

資はございませんので、固定資産合計として１９億５,３５３万２,３０９円とな

るものでございます。 

次に、９ページの流動資産といたしましては、現金預金・未収金および貯蔵品

を合わせまして１億９,７７４万７,４５７円でございます。したがいまして、資

産合計は２１億５,１２７万９,７６６円となるものでございます。 

次に、負債の部です。固定負債といたしましては修繕引当金のみでございまし

て７８６万円、流動負債といたしましては、未払金と前受金を合わせまして５,

３９９万７,９６１円でございます。したがいまして、負債合計は６,１８５万７,

９６１円となるものでございます。 

次に、資本の部です。資本金といたしましては、自己資本金は繰入資本金と組

入資本金を合わせまして４億２,８３６万９,９４５円、借入資本金は企業債のみ

で２億９,９３９万８,４５８円。したがいまして、資本金合計は７億２,７７６

万８,４０３円となるものでございます。 

次に、剰余金といたしましては、資本剰余金は受贈財産評価額・工事負担金お

よび工事補助金を合わせまして１２億２,５６２万８,７７５円、利益剰余金は減

債積立金・建設改良積立金および当年度未処分利益剰余金を合わせまして１億３,

６０２万４,６２７円でございます。したがいまして、剰余金合計は１３億６,１

６５万３,４０２円となりまして、資本合計は２０億８,９４２万１,８０５円、

負債資本合計は２１億５,１２７万９,７６６円となるものでございます。 
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なお、１１ページから付属書類といたしましてこれらの細部資料を添付いたし

ておりますので、ご覧いただきたいと思います。 

以上、議第７６号、平成２０年度竜王町水道事業会計決算につきましての内容

説明とさせていただきますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（寺島健一） この際申し上げます。ここで、午後２時２０分まで暫時休憩い

たします。 

休憩 午後２時０７分 

再開 午後２時２０分 

○議長（寺島健一） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

それでは、ここで決算審査報告をお願いいたします。小林代表監査委員。 

○代表監査委員（小林德男） それでは、決算審査の結果についてご報告を申し上げ

ます。これにつきましては、一般会計ならびに特別会計の意見書、それから水道

事業会計の決算審査の意見書おのおのを町長さん宛てに意見書を提出させてい

ただいているところでございます。これの写しが皆様のお手元にあろうかと思い

ますが、これに基づいて概要をご報告させていただきたいと思います。 

まず、概要でございますので、今申し上げました意見書の写しと順番が若干前

後したり、あるいは若干表現が合わなかったりということもあろうかと思います

が、よろしくご理解のほどお願い申し上げたいと思います。 

それでは申し上げます。まず、竜王町歳入歳出決算ならびに竜王町土地開発基

金等運用状況の審査意見書の方から申し上げます。 

まず最初に審査の期日でございますが、一般会計につきましては７月１日をは

じめといたしまして都合７日間、特別会計につきましては７月８日をはじめとい

たしまして都合４日間、実施をさせていただいたところでございます。 

審査の方法でございますが、町長より審査に付されました平成２０年度各会計

の歳入歳出決算書、歳入歳出決算事項別明細書、実質収支に関する調書及び財産

に関する調書につきまして、関係職員の説明を聴取しながら、計数の正確性およ

び収入支出の事務が法令に基づいて適正に処理されているかを確かめますとと

もに、関係諸帳簿および証拠書類と照合精査を行い、また、予算執行状況の適否

等についても慎重に審査をした次第でございます。 

それでは、決算の概要について申し上げます。まず一般会計でございますが、

数字は金額単位千円単位で申し上げさせていただきます。千円未満は四捨五入と

いうことで、ご理解をお願いいたしたいと思います。 
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１番目に財政状況についてでございますが、歳入決算額は５５億７,１７１万６,

０００円、歳出決算額は５２億５,８０２万５,０００円となりまして、歳入歳出

差引額は３億１,３６９万１,０００円となりました。これを前年度比較で見ます

と、歳入は３億３,９８９万６,０００円、率にいたしまして５.７％の減少とな

りました。歳出につきましても２億８,３９１万３,０００円、５.１％の減少と

なりまして、歳入歳出とも大幅に減少した結果となっております。 

減少いたしました主な要因は、歳入につきましては、法人町民税・固定資産税

を中心とした町税収入の減少によるものでありまして、歳出につきましては、諸

支出金関係の支出の減少によるものであります。 

また、実質収支額は２億２,６２１万３,０００円の黒字となっておりますが、

単年度収支額および実質単年度収支額におきましては、それぞれ赤字決算となり

ました。 

歳入の中に占めます自主財源につきましては、４５億４８２万７,０００円とな

りまして、前年度と比較いたしまして３億３,５４９万２,０００円の減少となっ

ておりますが、この主な要因は、自主財源の大きな柱であります町税収入が前年

度比較で３億４,００８万６,０００円減少したことによるものであります。 

町税減少の要因は、個人町民税につきましては増加しましたものの、特定企業

の利益減少に伴います法人税割の減少および特定企業の償却資産の減少に伴い

ます固定資産の減少によるものが主なものでございます。 

一方、国・県支出金等の依存財源につきましては１０億６,６８８万９,０００

円となりまして、前年度に比較いたしまして４４０万４,０００円の減少となっ

ております。 

歳出を款別に見ました場合、民生費が金額・率とも最も多く、次いで公債費、

総務費、教育費の順となっております。項目別には、総務費、民生費、土木費、

公債費等が増加しておりまして、農林水産業費、教育費、諸支出金等が減少して

おります。 

この中で主な増減項目を見てみますと、意見書では６ページから７ページにな

ろうかと思いますが、まず総務費でございます。決算額は６億９,９９９万１,０

００円となりまして、前年度比較１億２,４１４万１,０００円の増加となりまし

た。増加の主な要因は、電算機用備品および同システム関連費用で５,２９０万

８,０００円、公用車車庫修繕工事で１,０００万円、町税過年度還付金で１,６

８４万４,０００円等の支出によるものであります。 
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次に民生費であります。決算額は１０億５,８３８万円となりまして、前年度比

較で９,２０８万８,０００円の増加となりました。増加いたしました要因につき

ましては、介護予防拠点施設整備事業等の増加が主なものでございます。 

３番目に農林水産業費でございますが、決算額は５億２,７７９万５,０００円

となりまして、前年度比較で１億３,４６６万８,０００円の減少となっておりま

す。減少いたしました主な要因は、いずれも前年度に発生いたしました山之上農

林公園施設整備事業用地取得費６,８９７万６,０００円がなくなったこと、およ

び農村総合整備事業費が２,２４９万８,０００円、日野川流域土地改良区負担金

が１,８４１万円、いずれも減少したこと等によるものであります。 

次に教育費でございますが、決算額は５億８,０８０万４,０００円となりまし

て、前年度比較で１億１,０７６万５,０００円の減少となりましたが、減少の主

な要因は、いずれも前年度に発生いたしました中学校校舎大規模改修工事費用８,

７６５万１,０００円、第二体育館解体工事費用２,５２０万円がなくなったこと

等によるものでございます。以上がだいたいの項目別の概要でございます。 

次に、主な指標について申し上げます。意見書では８ページからになろうかと

思います。まず、財政力指数でございますが、財政力を判断する指数として用い

られておりまして、この指数が高いほど財源に余裕があるとされており、この数

値が単年度で１を超えますと普通交付税の不交付団体になってまいります。当町

の財政力指数は、平成２０年度で見ますと単年度の指数が１.２９２となってお

りまして、この結果、当年度も普通交付税の不交付団体となっております。 

次に経常収支比率でございますが、財政構造の弾力性を判断する指標として用

いられておりまして、通常７５％程度に収まるのが妥当と考えられておりまして、

この数値が高いほど財政が硬直化していると言えます。平成２０年度の当町の経

常収支比率につきましては、経常的経費充当一般財源となります物件費・繰出金

等が増加しました一方で、経常的一般財源となります町税が法人町民税を中心に

大幅に減少しましたことから、比率が上昇した結果となっております。 

次に公債費比率でございますが、財政構造の健全性を保っていきますためには、

通常この比率が低いことが望ましいとされております。実質公債費比率・起債許

可制限比率につきましては、過去３ヵ年の平均数値を公表しておりますが、近年

の公債費負担額の増加に伴い単年度比率が上昇してきておりまして、この結果と

して公表比率が上昇してきているものでありまして、今後の財政運営全般につき

まして十分な検討と慎重な対応が必要であると判断をいたします。 



 - 32 - 

次に、町債の残高について申し上げます。平成２０年度末の町債の残高は、一

般会計・特別会計の合計で１２１億４５３万７,０００円となりまして、前年度

と比較いたしまして４億５,６２５万７,０００円減少をいたしております。 

主な会計別の増減の内訳は、一般会計で４億１,７３０万９,０００円減少して

おりまして、下水道特別会計で３,７５３万３,０００円、国保施設会計で１４１

万５,０００円、それぞれ減少いたしております。 

平成２０年度中の起債および償還につきましては、一般会計では起債額が１億

８,２５７万円、償還額は５億９,９８７万９,０００円、特別会計では起債額４

億９,１７０万円、償還額５億３,０６４万７,０００円であります。 

一般会計におけます年度中の起債の内訳は、臨時財政対策債で１億５,９９７万

円、農村運動広場整備事業債で２７０万円、道路新設改良事業債で１,６１０万

円、公民館整備事業債で３７０万円、その他１０万円となっております。また、

特別会計におけます起債は、公共下水道事業に伴います発行分２件で２億５,２

６０万であります。 

次に、町税の収入未済額ならびに不納欠損状況について申し上げます。意見書

では９ページから１０ページになろうかと思います。平成２０年度末の町税の収

入未済額は、合計で９,７５３万９,０００円となっております。これは前年度比

較で８９２万９,０００円減少した結果となっておりますが、個人町民税・固定

資産税を中心に多額の不納欠損処分を行ったために、結果として収入未済額が減

少したことによるものであります。したがいまして、不納欠損処分額を差引いた

しました収入未済額を前年度末と比較いたしますと実質的には増加しているこ

とになりまして、このことを十分念頭に置いておくことが必要であると判断をい

たします。 

収入未済額については、日頃から担当課を中心に減少に向けて努力されている

ところでありますが、管理徴収係を中心にしてその原因を十分に調査し、減少に

向けて実効ある対策を継続的に実施されることが必要であると判断をいたしま

す。なお、平成２０年度の不納欠損処理額は、人数で申し上げますと延べ人数で

２１６名、金額で１,９４７万１,０００円となっております。処理につきまして

は、税法の規定に基づき各々適正に処理されていることを認めました。なお、不

納欠損処分額が例年と比較いたしまして件数・金額とも増加しておりますが、そ

の原因は、「管理徴収係」の部署を設けて担当者を配置し滞納整理に取り組まれ

てきましたが、作業を進める中で滞納分のうちでも徴収不可能分についての見極



 - 33 - 

めができ、整理が進んだ結果として不納欠損処分額が増加したものと理解をいた

しております。以上までが一般会計でございます。 

続いて、特別会計について申し上げます。意見書では１０ページからでござい

ます。平成２０年度特別会計の決算状況は、意見書中の第１４表のとおりでござ

います。歳入決算額につきましては、７会計合計で２９億９,９３４万１,０００

円となりまして、前年度に比較いたしまして５億３,５６３万１,０００円の減少

となっております。また、歳出決算額は２８億４,７４４万円で、前年度と比較

いたしまして５億７,０１８万２,０００円の減少となり、歳入・歳出とも減少し

た結果となっておりますが、この原因につきまして、老人保健医療事業制度が国

民健康保険事業および後期高齢者医療制度へ引き継がれることから、老人保健医

療事業特別会計の動きが２０年３月分のみとなりまして、歳入歳出とも極端に減

少したことによるものでございます。なお、この関係で平成２０年度から新しい

特別会計といたしまして「後期高齢者医療特別会計」が設置されましたことによ

りまして、７特別会計となっております。 

次に、この特別会計の会計別の主な結果について見てみますと、まず国民健康

保険事業特別会計（事業勘定）でございますが、決算額は歳入総額で１０億７５

５万２,０００円、歳出総額で９億５,４８６万８,０００円となりまして、歳入

歳出差引額５,２６８万４,０００円を翌年度に繰り越しております。決算額は前

年度比較で歳入・歳出とも増加をいたしております。また、平成２０年度末にお

けます保険料の収入未済額は４,９３４万４,０００円となっておりまして、前年

度比較で８５１万６,０００円減少いたしておりますが、これは不納欠損処分を

９１９万８,０００円実施したことに伴いまして、結果的に収入未済額が減少し

たものでございます。 

次に、国民健康保険事業特別会計（施設勘定）でございます。医科の決算額は

歳入総額１億６６万４,０００円、歳出総額８,８８３万５,０００円となりまし

て、歳入歳出差引額１,１８２万９,０００円を翌年度に繰り越しております。歯

科の決算額は、歳入総額で５,９３０万６,０００円、歳出総額５,５４４万４,０

００円となりまして、歳入歳出差引額３８６万２,０００円を翌年度に繰り越し

ております。医科・歯科とも、歳入・歳出いずれも前年度比較で増加をいたして

おります。 

次に、老人保健医療事業特別会計でございますが、決算額は歳入総額１億２,

７９２万円、歳出総額１億１,８２９万７,０００円となりまして、歳入歳出差引
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額９６２万３,０００円を翌年度に繰り越しております。本特別会計は、前年度

と比較いたしまして、歳入・歳出とも大きく減少しておりますが、老人保健医療

事業制度が廃止されたことに伴いまして、平成２０年３月分のみの収支が決算に

反映されたことによるものでございます。 

次に、下水道事業特別会計でございます。決算額は歳入総額１０億２,８４７万

円、歳出総額は９億８,４５７万４,０００円となりまして、歳入歳出差引額４,

３８９万５,０００円を翌年度に繰り越しております。平成２０年度末におけま

す使用料の収入未済額は７５６万６,０００円となっておりまして、前年度比較

で１１４万１,０００円の増加となっております。また、分担金につきましても

１４４万１,０００円の収入未済額となっておりまして、これも前年度比較で３

１万円増加をいたしております。 

一方、町債の発行残高は、平成２０年度末現在で５６億１,８００万２,０００

円となっておりまして、前年度末比較で３,７５３万３,０００円の減少となりま

した。本特別会計の町債残高は事業の進展とともに年々増加しておりましたが、

平成２０年度につきましては、上記のとおり減少した結果となっております。し

かしながら、今後の運営につきましては財政状況が極めて厳しくなっている状況

でもあり、十分な留意が必要と考えます。なお、平成２１年３月末におけます当

町の下水道普及率は、農業集落排水事業を含めまして８６.３％となっておりま

して、前年度末に比較いたしまして９.５ポイントと大幅に増加しておりますが、

この原因は、特定地域への公共下水道の本管の接続ができたことによるものであ

りまして、これによりまして、滋賀県全体の８４.７％と比較いたしましても１.

６ポイント高い結果となっております。 

次に、基金の残高について申し上げます。平成２０年度末の基金残高（現金）

は、１９億３,５３４万７,０００円となりまして、前年度末比較で２億４,３８

１万８,０００円増加をいたしております。増減の内訳は、財政調整基金で１,２

８９万７,０００円、地域福祉基金で１億２,０５０万８,０００円、土地開発基

金で８,６５６万７,０００円、国民健康保険事業財政調整基金で２,０００万２,

０００円、それぞれ増加しているのが主な増加項目でございます。 

なお、増加した基金の中で地域福祉基金と土地開発基金の増加分は、繰替運用

によりまして一般会計へ貸付していたものが返済されたことに伴い増加したも

のでございます。また、国民健康保険事業（歯科）の財政調整基金が４０４万１,

０００円の減少をいたしております。いずれの基金につきましても、当町の重要
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な財産として確実な運用がなされていることを認めました。 

次に、平成２０年度中の一時借入金の状況について申し上げます。平成２０年

度中の一次借入金は、発生をいたしておりません。当年度の一時借入限度額を１

７億４,０００万円と設定しておりましたが、各会計につきましては一度も活用

することなく年度を終了いたしております。 

次に、平成２０年度末におけます土地開発基金の運用状況につきまして申し上

げます。平成２０年度末におけます土地開発基金の残高は２億５,２２７万１,０

００円となっておりまして、前年度末比較で１５６万７,０００円増加をいたし

ておりますが、増加の内訳は受取利息を積立したものでございます。 

平成２０年度末におけます土地の現在高は１万６２８.１５㎡となっておりま

して、年度中の増減はございませんでした。また、平成２０年度末におけます土

地開発基金に属する現金の現在高につきましては、２億１,４０５万３,０００円

となっておりまして、前年度末比較で８,６５６万７,０００円増加をいたしてお

りますが、この原因は一般会計に対する貸付金８,５００万円が回収されたこと

と、これに対する貸付金利息が同時に入金されたことに伴うものでありまして、

従来からの保有現金と合わせまして確実に運用されていることを認めました。以

上までが決算概要でございます。 

最後に、総括意見を申し上げます。以上が平成２０年度の歳入歳出決算ならび

に竜王町土地開発基金等の運用状況についての決算概要でございます。一般会計

については、歳入・歳出とも前年度比較で大幅に減少いたしておりますが、歳入

面で法人町民税をはじめといたしました町税収入が大幅に減少したことに伴う

ものが主な理由であります。 

歳入・歳出別の増減内訳を見ますと、歳入面では地方特例交付金・国庫支出金・

繰越金等が増加いたしましたが、町税・地方交付税・県支出金・繰入金・町債等

が減少しております。歳出面では、総務費・民生費・土木費等が増加しており、

農林水産業費・教育費・諸支出金等が減少しております。 

このような状況の中で、決算内容については、１．賃金・報償費・報酬・公債

費の利子等におきまして減額補正すべきものができておらず、結果として不用額

の発生に結びついたものが見られたこと。２として、団体への助成金支出のうち、

借入金の償還助成金として支出されているものの中で返済金額を確認するため

の書類に不十分なものが見られたこと等の事例が見られましたが、これらを除き

ましてはほぼ適正に運営されていると見受けました。 
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また、審査にあたりまして関係諸帳簿との照合、計数の確認ならびに各会計の

予算執行状況につきまして慎重に審査を行いましたが、その結果、特に指摘すべ

き事項は見当たりませんでした。また、審査を通じまして各会計とも諸経費の削

減に向けて努力されていることは感じることができました。 

なお、平成２０年度の場合、歳入・歳出総額は、前述しましたとおり前年度と

比較して大幅に減少いたしておりますが、急激な景気の落ち込みによる法人町民

税の所得割分の減少をはじめとして町税収入全体が大きく減少したことによる

ものでありまして、この傾向は平成２１年度においても続くものと見込まれ、当

町の財政状況は一層厳しさを増すことが予想されます。このことは、経常収支比

率や実質公債費比率等の各種指標にも顕著に表れてきており、このような状況の

中で当町の今後の財政運営を考えてみますと、１．基本的には歳入面は今後も

年々厳しさを増してくること。２．経常経費の増加に伴い、歳出面では増加傾向

が続くこと等、財政の硬直化が進む要因が潜在化していることを念頭に置いて財

政運営に取り組んでいくことが必要であり、そのためには、予算の編成段階から

歳出面全般について従来の感覚や前例にとらわれず、今一度抜本的に個々の支出

について必要性の検討を徹底した上で取り組みすることが必要であると考えま

す。 

次に、今回の審査を通じて気づいた事項について申し上げます。まず１点目、

臨時財政対策債の発行についてでございます。決算書にも記載されておりますと

おり、平成２０年度の一般会計におきまして臨時財政対策債として１億５,９９

７万円の起債がなされています。これは、前年度に引き続いて同種の町債が発行

されたことになります。この起債につきましては、財政状況が厳しくなってきて

いる中で、資金繰り安定のために起債されたものと理解することができますが、 

一方で平成２０年度の収支状況を見ますと、「実質収支に関する調書」を見ても

わかりますとおり、平成２０年度の実質収支額は２億２,６２１万３,０００円の

黒字決算となっております。このことは、仮に臨時財政対策債の起債を行わなか

ったとしても、十分に実質収支額は黒字決算となったと言うことができます。 

もとより町債の起債につきましては定められたルールに基づいて処理されてお

りまして、このこと自体を否定するものではありませんが、近年の厳しい財政状

況や実質公債費比率・将来負担比率等の各種指標を考慮したときに、ルールに則

っているという判断だけでなく、将来負担の動向についても十分に検討したうえ

で取り組むべき問題でないかと判断いたしますので、このことを十分理解したう
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えで次年度以降の財政運営に活用されることを期待いたしまして、問題提起とさ

せていただきます。 

２番目に、負担金の重複納付についてでございます。平成２０年度の「竜王町

学校給食事業特別会計」におきまして、給食費負担金の重複納付が発生し、結果

的に重複部分の還付未済額が発生いたしております。本件につきましては、平成

２１年３月末時点で収入未済となっていた利用者に対ししまして担当課から督

促状を発送しましたが、督促状と併せて納付書を同時に送付したため、年度当初

に配付済みの納付書を含めて２重の納付書が配付されたことになり、これに基づ

いて保護者が納付した結果、重複納付されてしまったものであります。 

このように、本件は督促時に納付書を再送付したことによって重複納付が発生

したものであると考えられますことから、今後このようなケースにおける督促の

方法について再検討を行い、再度このようなミスが発生しないための具体的手法

を確立されることが必要であると判断いたします。 

３番目に、介護保険料の滞納整理についてでございます。この問題につきまし

ては、昨年度の決算審査意見書で「滞納整理の在り方について」として意見を申

し上げ、この中で、介護保険料については制度発足後の日が浅いわりに滞納額が

多いことと併せて、滞納者数が多数になっており、中でも特に問題であるのは、

「この中で１６名が既に死亡しており、竜王町として介護保険料の請求先が存在

しない」ことになり、その対策として、①死亡している滞納者への処理方法を担

当課にて早急に検討し実施されること、②滞納整理のあり方についても、今一度

原点に立ち確実な施策を実施されること。以上２点を意見として申し上げたとこ

ろであります。 

その後、本年の決算審査終了後、上記の点についてその後の経緯と結果につい

て担当課へ質問しましたが、「早急に処理必要な案件であり早急に処理したいと

考えているが、今日の時点では何も実施できていない」との回答でございました。 

本件についての経緯と結果を聴取している中で、担当課においてそれなりに具

体策を検討されていた模様ではあり、その旨の発言もありましたが、意見として

申し上げ、担当課においてもその必要性を認識されていたものが、１年を経過し

ても何ら対策が実施されていないことについては、論外であると言わねばなりま

せん。 

各種の問題を解決していくために、その原因を追及し解決の具体策を検討する

ことは、必要なことであり重要なことでもあります。しかし、そのこと自体は問
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題解決のための過程であって、考え、検討することだけでは解決することになら

ず、必ず実行することが必要であり、実行の伴わない考えや検討は、問題解決の

ためには何ら役に立たないと考えるべきであります。したがって、この趣旨を十

分に理解していただき、本件につきましては目標期限を含めた具体策を早急に立

案し、実施されることが必要であると判断いたします。 

以上、今回の審査を通じて気づいた点について申し述べました。昨年１０月の

リーマンブラザーズの破綻に端を発しました世界同時不況の影響は、企業の極端

な売上減少から赤字決算の発生、リストラによる人員削減、失業者数の増加、購

買力低下による企業の一層の売上減少という悪循環に陥った状態になっている

と言えます。政府におきましても、経済対策や雇用対策等、景気浮揚や成長回復

に向けた各種施策を実施しており、企業におきましても成長分野への傾斜等生き

残りを懸けた施策を実施しており、ごく一部の分野において底を打ったような状

況も言われておりますが、本格的な回復までにはまだまだ時間を要する状況であ

ると言えます。 

一方、我々地方自治体を取り巻く環境は、企業の業績悪化に伴います法人町民

税等の税収の落ち込みが予想される中で、一方では、歳出面で福祉関係費用の増

加、公債費の増加等義務的経常経費の増加により、財政状況はますます厳しさを

増してくることが予想されます。 

このような状況の中で、当町が財政面で健全性・弾力性を維持しながら、当町

独自の特徴ある施策を実施していくためには、適正な歳入の確保に努めることは

もちろんのこと、歳出面において、歳出全般について、従来の感覚による安易な

予算編成によって多額の不用額が発生しないように心掛けるとともに、新しい視

点に立って必要性の検討を行い、効率的な財政運営に資することにより、最終的

には住民福祉の向上に寄与するよう努力されることを期待いたしまして、総括意

見といたします。 

以上、平成２０年度竜王町歳入歳出決算ならびに竜王町土地開発基金等運用状

況の審査結果について概要を申し上げました。詳細につきましては、町長宛てに

報告いたしております意見書の写しをご参考になさっていただきますようお願

い申し上げます。 

続きまして、平成２０年度竜王町水道事業会計決算審査の結果についてご報告

を申し上げます。これにつきましても、意見書の写しがお手元に配付されている

と思いますが、これに基づいて報告を申し上げます。 
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まず、審査の期日でございますが、平成２１年６月４日に実施をさせていただ

きました。 

次に、審査の内容および結果についてでございますが、まず、決算書類の審査

にあたりましては、運営面におきまして予算に沿った執行となっているか、また、

地方公営企業法の規定に則り企業の財政状態および経営成績を適正に表示して

いるか、経済性を基本とした運営がなされてきたか等に主眼を当てて審査を行い

ました。 

計数につきましては、各々正確であるかを詳細に精査いたしました。また、関

係諸帳簿、証憑類は、定められた規定により適正に処理されているか検査を行い、

さらに、取扱金の出納状況や滞納整理状況につきましても、関係者の説明を聴取

しながら慎重に実施をさせていただきました。 

まず最初に、経営の状況についてでございますが、平成２０年度の経営状況は、

まず経営の基本となる給水戸数は、６２戸増加いたしまして３,７０１戸となり

ました。また、給水人口につきましては１万２,６８３人となりまして、前年度

に比較いたしまして１２人減少した結果となっております。給水戸数の増加の主

な要因は、特定企業の社員寮への入居者の増加によるものでございます。 

配水量につきましては、年間で１６９万９,９４８㎥となりまして、前年度と比

較して水量で８万４,９６５㎥、率にいたしまして４.８％、それぞれ減少いたし

ております。また、有収水量につきましては年間で１４８万２,４７０㎥となり

まして、前年度比較で水量で４万２,１１３㎥、率にいたしまして２.８％、それ

ぞれ減少した結果となりました。 

このように、当年度は配水量・有収水量とも減少したことにより、水道事業の

売上高と言うべき「給水収益」も、当然のことながら減少した結果となっており

ます。有収水量が減少したことにつきましては、大口需要先である町内の特定企

業の使用量減少が大きく、これが全体の使用量が減少した要因であると考えられ

ます。この結果、給水収益を含む営業収益は２億７,１７１万４,８５０円となり

まして、前年度と比較いたしまして６７６万３,３２０円減少した結果となって

おります。 

また、営業外収益につきましては全体で１,９２９万９,３１５円となりました。

これは、前年度と比較いたしまして６７０万５,６０３円と、大きく減少した結

果となっております。町からの補助金収入が減少したことや、加入金・雑収益が

減少したことによるものでございます。 
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この結果、水道事業収益全体では２億９,１０１万４,１６５円となりまして、

前年度と比較いたしまして１,３４６万８,９２３円減少した結果となりました。 

次に支出面では、営業費用が前年度比較で１,４９６万２,５１９円と大幅に減

少しておりますが、これの主な要因といたしましては、①配水及び給水費が修繕

引当金を積み増ししたことによって増加いたしましたものの、②県水受水費が減

少したことにより、原水及び浄水費が減少したこと、③人件費の減少による総係

費が減少したこと、④固定資産の減価償却費が減少したこと等の理由によるもの

でございます。 

中でも、県から購入しております水の購入単価が大幅に引き下げされたことに

よりまして、原水及び浄水費が前年度比較で１,４４９万４６６円と大幅に減少

しており、これは営業費用減少の大部分を占める結果となっております。 

また、営業外費用につきましては、企業債利息が減少したこと等によりまして、

前年度比較で減少しております。 

以上の結果、水道事業費全体では２億６,６８８万２,０５７円となりましたが、

これは、前年度に比較いたしまして１,６９７万８,２８１円と大幅に減少いたし

ております。この結果、経常利益におきまして２,４１３万２,１０８円の利益と

なりましたが、これは、前年度実績に比較いたしまして３５０万９,３５８円増

加いたしております。 

このように、平成２０年度は売上高である給水収益が減少したにもかかわらず、

利益が増加した結果となっておりますが、これの主な要因は、前述しましたとお

り、県からの水の購入単価が大幅に引き下げされたことによるものであると言え

ます。 

次に、予算執行状況についてでございますが、収益的収支のうち支出面におき

まして多くの不用額が発生しておりますが、諸経費の節減努力と併せて、一部の

項目におきまして見込額より少なかったことが主な理由であり、事業の性格から

見てやむを得ないものと判断いたしますが、今後は不用見込額の一層の減額補正

に努めますとともに、予算の作成段階から収益的収支・資本的収支とも項目ごと

に十分に検討を行ったうえで予算計上されることが必要であると判断をいたし

ます。 

次に、企業債について申し上げます。平成２０年度におけます企業債の発行・

償還ならびに残高につきましては、表のとおりでございます。当年度の発行額は

３,４８０万円でありますが、内訳は、小口加圧ポンプ場設置工事に伴うもので
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１,２３０万円、小口西部地区配水管設置工事に伴いますもので６３０万円、薬

師配水池測量設計に伴うもので１,６２０万円となっております。なお、当年度

の償還につきましては、計画のとおり順調に償還されているものと認めます。 

次に、一般会計からの補助金についてでございますが、平成２０年度中におけ

ます一般会計からの補助金は１,５５０万円でございまして、前年度と比較いた

しまして３３０万円の減少となっております。 

次に、有収水量の推移について申し上げます。平成２０年度の有収水量は１４

８万２,４７０㎥となっておりまして、前年度に比較いたしまして４万２,１１３

㎥の減少、率にして２.８％の減少となっております。また、有収率につきまし

ては８７.２１％となりましたが、これは、前年度と比較いたしまして１.７９ポ

イント上昇した結果となっております。 

有収率につきましては過去２年間で大幅に低下しておりましたが、当年度は前

述のとおり上昇しております。この主な要因について担当課の説明では、①特定

地区の漏水による不明水が発生していたものが、修理により減少したこと、②前

年度は配水池タンクの内部洗浄や配水管布設替工事に伴う仮設管の内部洗浄に

よる業務用に使用していた水が、当年度は減少したこと等の理由によるものであ

るとのことであります。 

有収水量・有収率とも、企業として収益性を高めるための重要な項目であり、

今後とも継続してこれの向上に努力していくことが必要であると判断をいたし

ます。 

次に、未収金について申し上げます。平成２１年１月末現在の使用料未収金に

つきましては２,１２９万７,３４７円となっておりまして、前年同期に比較いた

しまして１万５,２８０円減少いたしております。 

この未収金残高につきましては年々増加傾向にあり、増加額自体も近年は増加

してきており、未収金問題が水道事業会計における重要な課題になってきており

ましたが、平成１９年度に続いて当年度も前年度比較で減少した結果となりまし

た。 

しかしながら、減少した金額の内訳を見てみますと、不納欠損処分による減少

分として２５万３,３１９円が処理されておりまして、これを差し引きいたしま

すと、実質的には２３万８,０３９円の未収金が増加している勘定になるもので

ありまして、このことを十分理解しておくことが必要であると判断をいたします。

したがいまして、この現状を踏まえたうえで、今後について実効ある対策を継続
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的に実施されることにより、未収金の減少と共に収益性の向上にも一層努力され

ることが必要であると判断をいたします。 

次に、不納欠損処理についてでございますが、平成２０年度の不納欠損処分は、

件数で９件、金額で２５万３,３１９円の処理がなされております。処理の内容

につきましては、いずれも規定に則って適正に処理されていることを認めます。 

最後に、総括意見を申し上げます。平成２０年度水道事業会計決算状況の審査

を実施いたしました。審査にあたりまして、関係諸帳簿との照合、計数の確認を

慎重に行いましたが、その結果、特に指摘すべき事項は見当たりませんでした。

また、諸経費につきましては、節減のため努力されていることは感じることはで

きました。 

なお、平成２０年度の決算状況は、別表の「比較損益計算書」でもわかります

とおり、営業収益・営業外収益とも前年度比較で減少しているにもかかわらず利

益が増加しておりまして、いわゆる減収増益の結果となっておりますが、この主

な要因は、前述いたしましたとおり、県から購入する水の単価が大幅に引き下げ

されたことによるものでありまして、これが水道事業会計の売上である給水収益

の減少分や営業外収益の減少分をカバーしたうえで、なお最終利益の増加に結び

ついた要因であると言えます。 

また、当年度は営業外収益が前年度比較で減少しておりますが、この内訳は、

町からの補助金が３３０万円減少したほか、新規加入者が前年度比較で減少した

ことによる加入金の減少が１８０万円、工事負担金の減少によります雑収益の減

少が１６７万９,０００円あったことによるものであります。 

以下に、今回の決算審査を通じて感じた点について意見として申し述べます。 

不用額の発生理由の把握についてでございます。今回の審査にあたりまして、

各項目ごとに予算対比を行いまして、不用額が発生している項目についてその理

由を聴取しましたが、担当課としてその理由が把握できていないと感じました。 

不用額につきましては、その発生理由は、①経費節減に努めた結果として不用

額が発生したもの、②計画した事業が何らかの理由で執行できずに不用額が発生

したもの、以上２点に集約されますが、いずれの場合においても担当課において

事業の進捗状況を的確に把握し、必要な場合は減額補正を行うことが必要であり

ますが、今回のように理由が把握できていなければ必要な措置ができず、結果的

に不用額のみが残ることになりかねません。したがいまして、水道事業会計のよ

うに企業会計原則に基づいた損益計算書を作成する場合におきましては、不用額
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の理由を適切に把握しておくことによって、翌年度あるいは将来の収益予算を作

成する場合に、より正確な予算の作成に結びつけられるものであると判断いたし

ますので、このことを十分念頭においたうえで日常業務を遂行されることが必要

であると考えます。 

以上、今回の決算審査を通じて感じた点を申し上げ、総括意見といたします。

以上でございます。 

○議長（寺島健一） この際申し上げます。ここで、午後３時２５分まで暫時休憩い

たします。 

休憩 午後３時１７分 

再開 午後３時２５分 

○議長（寺島健一） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

引き続きまして、提案理由の説明をお願いいたします。竹山町長。 

○町長（竹山秀雄） 続きまして、議第７７号から議第８１号までの５議案および報

第３号・報第４号につきまして、提案理由を申し上げます。 

議第７７号、滋賀県市町村議会議員公務災害補償等組合を組織する地方公共団

体の数の減少及び滋賀県市町村議会議員公務災害補償等組合規約の一部変更に

関する協議につきましては、市町合併に伴い、滋賀県市町村議会議員公務災害補

償等組合を構成する虎姫町・湖北町・高月町・木之本町・余呉町および西浅井町

が、廃置分合により平成２１年１２月３１日をもって廃止され、滋賀県市町村議

会議員公務災害補償等組合を脱退することにより、組合を組織する地方公共団体

の数の減少およびこのことに伴う規約改正の議決を全構成団体にお願いされる

ものでございます。 

次に議第７８号、滋賀県市町村議会議員公務災害補償等組合を組織する地方公

共団体の数の減少及び滋賀県市町村議会議員公務災害補償等組合規約の一部変

更に関する協議につきましては、市町合併に伴い、滋賀県市町村議会議員公務災

害補償等組合を構成する安土町が、廃置分合により平成２２年３月２０日をもっ

て廃止され、滋賀県市町村議会議員公務災害補償等組合を脱退することにより、

組合を組織する地方公共団体の数の減少およびこのことに伴う規約改正の議決

を全構成団体にお願いされるものでございます。 

次に議第７９号、滋賀県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体数の

減少および滋賀県市町村職員退職手当組合規約の変更につきましては、市町合併

に伴い、滋賀県市町村職員退職手当組合を構成する虎姫町・湖北町・高月町・木
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之本町・余呉町および西浅井町が、廃置分合により平成２１年１２月３１日をも

って廃止され、滋賀県市町村職員退職手当組合を脱退することにより、組合を組

織する地方公共団体の数の減少およびこのことに伴う規約改正の議決を全構成

団体にお願いされるものでございます。 

次に議第８０号、滋賀県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体数の

減少および滋賀県市町村職員退職手当組合規約の変更につきましては、市町合併

に伴い、滋賀県市町村職員退職手当組合を構成する安土町が、廃置分合により平

成２２年３月２０日をもって廃止され、滋賀県市町村職員退職手当組合を脱退す

ることにより、組合を組織する地方公共団体の数の減少およびこのことに伴う規

約改正の議決を全構成団体にお願いされるものでございます。 

次に議第８１号、滋賀県後期高齢者医療広域連合規約の一部を変更することに

つきましては、市町合併に伴い、平成２２年１月１日付けで長浜市・虎姫町・湖

北町・高月町・木之本町・余呉町および西浅井町が合併され長浜市が設置される

こと、および同年３月２１日付けで近江八幡市と安土町が合併され近江八幡市が

設置されることに伴い、規約改正の議決を全構成団体にお願いされるものでござ

います。 

以上をもちまして、議第５７号から議第８１号までの２５議案につきまして、

順を追って提案理由を申し上げましたので、よろしくご審議を賜り、ご承認をい

ただきますようお願い申し上げます。 

次に報第３号、平成２０年度竜王町健全化判断比率および報第４号平成２０年

度竜王町資金不足比率につきましては、地方公共団体の財政の健全化に関する法

律第３条第１項および第２２条第１項の規定により、ご報告申し上げるものでご

ざいます。 

まず、平成２０年度竜王町健全化判断比率につきましては、それぞれ決算数値

に基づき算出いたしました結果、実質赤字比率および連結実質赤字比率につきま

しては、それぞれ赤字額は発生せず、該当なしとなりました。実質公債費比率に

つきましては、早期健全化基準が２５％に対しまして、１８.４％となり、将来

負担比率につきましては、早期健全化基準が３５０％に対しまして、１０９.７％

となるものでございます。 

次に平成２０年度竜王町資金不足比率につきましては、決算数値に基づき算出

いたしました結果、水道事業・下水道事業ともに資金不足が発生せず、資金不足

比率については該当なしとなるものでございます。以上２件、財政健全化に関す
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る報告といたします。 

○議長（寺島健一） 続きまして、審査報告をお願いいたします。小林代表監査委員。 

○代表監査委員（小林德男） それでは、平成２０年度の健全化比率審査にかかりま

す、その結果についてご報告を申し上げます。これにつきましては、去る８月２

５日付をもちまして町長宛てに、平成２０年度竜王町財政健全化審査にかかる意

見書の提出についてということ、および平成２０年度竜王町水道事業会計経営健

全化審査にかかります意見書の提出についてということで提出させていただい

ておるところでございます。これの写しが皆さんのお手元にあろうかと思います

が、これに基づきましてご報告を申し上げます。 

まず、竜王町財政健全化審査にかかります意見書でございますが、その結果で

ございますが、これにつきましては、まず、審査の概要から申し上げます。この

財政健全化審査につきましては、町長から提出されました健全化判断比率、およ

びその算定基礎となります事項を記載した書類が適正に作成されているかどう

かに主眼を当てて審査を実施しました。 

審査の期日は、７月２７日および３０日でございます。 

審査の結果でございますが、審査に付されました下記の健全化判断比率および

その算定基礎となる事実を記載した書類について、いずれも適正に作成されてい

るものと認めました。まず、この指数には４項目ございまして、実質赤字比率、

連結実施赤字比率、実質公債費比率、将来負担比率と、この４項目になっており

ます。 

まず、実質赤字比率から申し上げますと、平成２０年度の実質赤字比率につき

ましては、黒字決算となったこともありまして、数字を申し上げますとマイナス

５.１％となっております。早期健全化基準の１５.０％と比較しますと、これを

下回りまして、よくなっております。この数字につきましては、マイナス表示を

される場合、公表される場合には「該当なし」という形で、「―」を引いて公表

されると、こういう形であります。ただ単に「―」だけではどの程度のマイナス

であるのかということが全然わからないということもありまして、あえてこのマ

イマス表示で数値表示をさせていただいたようなことでございます。 

それから、２点目に連結実質赤字比率でございますが、平成２０年度の連結実

質赤字比率につきましては、黒字決算となったこともありましてマイナス１１.

５％となっておりまして、早期健全化基準の２０.０％と比較いたしますと、こ

れを下回って、よくなっております。 
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３番目の実質公債費比率でございますが、平成２０年度の実質公債費比率は１

８.４％となっておりまして、早期健全化基準の２５.０％と比較いたしますと、

これを下回り、よくなっております。しかしながら、近年この数値が上昇してき

ておりまして、今後の財政運営には十分な留意が必要であると判断をいたします。 

４番目の将来負担比率でございますが、平成２０年度の将来負担比率は１０９.

７％となっておりまして、早期健全化基準の３５０.０％と比較いたしますと、

これを下回って、よくなっております。以上が判断基準数値の概要でございます。 

本件につきまして、是正・改善等を要する事項としては、特に指摘すべき事項

は認められませんでした。 

続きまして、平成２０年度竜王町水道事業会計経営健全化審査の結果でござい

ますが、これにつきましては、まず審査の概要といたしまして、この経営健全化

審査につきましては、町長から提出されました資金不足比率およびその算定の基

礎となる事項を記載いたしました書類が適正に作成されているかどうかに主眼

を当てて審査を実施した次第でございます。 

審査の期日は、７月２７日および３０日でございます。 

審査の結果でございますが、審査に付されました下記の資金不足比率およびそ

の算定基礎となる事項を記載した書類は、いずれも適正に作成しているものと認

めました。 

まず、水道事業会計の資金不足比率でございますが、経営健全化基準が２０.

０％、平成２０年度の竜王町の実績はマイナス５２.９％でございます。 

それから、下水道事業会計の資金不足比率でございますが、経営健全化比率２

０.０％に対しまして、当町の２０年度実績はマイナス２４.１％、こういうこと

になっております。 

ここで１点だけ個別の意見を申し上げますと、今回の審査におきまして水道事

業会計の資金不足比率を算出するにあたりまして、実質的な資金不足率を把握い

たしますために、平成２１年度に償還いたします企業債の予定額２,０５８万９,

０００円を、企業会計原則の１年基準に基づきまして流動負債にこれを算入し、

また、未収金のうち平成２０年２月以前からの未収金１,７３４万９,０００円を、

これも１年基準に基づきまして、固定化している資産として流動資産から除外し

て比率を計算するとどうなるかと、こういうことを計算しました。実質的な資金

不足比率は、これによりますとマイナス３８.９％となるわけでございますが、

これにいたしましても経営健全化基準の２０.０％というものと比較いたします
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と、なお極めて良好な状態であると、このように認められます。 

その他、特に指摘すべき事項は認められませんでした。以上でございます。 

○議長（寺島健一） 以上で提案理由の説明が終わりました。 

この際、日程第２８ 報第３号および日程第２９ 報第４号の２報告について

質疑がありましたら、これを認めることにいたします。質疑ありませんか。 

［「なし」の声あり］ 

○議長（寺島健一） ないようでありますので、質疑はこれで終結し、日程第２８ 報

第３号および日程第２９ 報第４号の２報告について、報告を終結いたします。 

～～～～～～～～〇～～～～～～～～ 

日程第３０ 議員派遣について 

〇議長（寺島健一） 日程第３０ 議員派遣についてを議題といたします。 

お諮りいたします。会議規則第１１９条の規定により、お手元に配付のとおり

議員を派遣することにいたしたいと思います。なお、緊急を要する場合は、議長

においてこれを決定いたしたいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

 [「異議なし」の声あり]    

〇議長（寺島健一） ご異議なしと認めます。よって、本件はそのように決定いたし

ました。なお、派遣されました議員は、派遣の結果を議長まで報告していただく

ようお願いいたします。 

本日の議事日程は全部終了いたしました。これをもって本日の会議を閉じ、散

会いたします。 

大変ご苦労さまでございました。 

散会 午後３時４８分 

 


